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第７回 自転車空間研究小委員会 

■議事 

 

（１）委員長挨拶 3 分（19:00-） 

山中英生先生（徳島大学）：小委員会の経過等 資料-１（2-4 頁） 

 

（２）委員の活動状況について 10 分（19:03-）資料-2（5-11 頁） 

金利昭先生（茨城大学）  

 

（３）活動報告 2 分（19:13-） 

・新委員のご紹介 資料-3（12 頁） 

・主な活動報告 小委員会資料-4（13-14 頁）、「新道路技術会議検討会」資料-5（15-16 頁） 

 

（４）話題提供 40 分（19:15-） 

・分離フェンス・標示ポールの開発経緯（井上仁様 (株)積水樹脂デザインセンター） 

・市民・自転車フォーラムの活動（後藤様 特定非営利活動法人市民・自転車フォーラム 副理事長） 

・金沢における交差点部の自転車走行方法について（三国成子様 地球の友・金沢） 

・新潟市自転車利用環境計画について（松原淳様 (株)オリエンタルコンサルタンツ、金先生） 

 

（５）今後のスケジュール 5 分（19:55-） 

・その他 

 

■資料目次 

 

資料-1 自転車空間研究小委員会の活動経緯 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  2 

資料-2 委員の研究キーワード、関与事例、研究成果の発表・報告・講演等 · · · · ·  5 

資料-3 自転車空間研究小委員会名簿 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  12 

資料-4 第 6 回委員会議事録（案） · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  13 

資料-5 「中速グリーンモード」第二年度研究概要 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  15 
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資料-1 

 
 

2010.6.5 update 

自転車空間研究小委員会の活動経緯 

 

■自転車空間研究準備委員会の設置 

H18年度（2006）第１回土木計画学研究委員会にて準備委員会設置が承認される。 

 

■準備委員会活動 

メンバー：山中英生（徳島大），屋井鉄雄（東工大），兵藤哲朗（海洋大），金利昭（茨城大），浜岡秀勝（秋

田大），羽藤英二（東京大），小川圭一（立命大），大脇鉄也（国総研），森若峰在（国土交通省） 

・第１回 2007年 6月 9日(土) 16:20-17:50  九州大学 計画学研究発表会 会議室 

・第２回 2007年 7月 23日（月） 20:30-21:00 国土技術研究センター 

・第３回 2007年 7月 30日（月） 20:30-21:00 国土技術研究センター 

・第４回 2007年 9月 21日（金） 20:00-21:00 虎ノ門パストラル 

 

■自転車空間研究小委員会の設置 

H19年度（2007）第２回土木計画学研究委員会にて委員会設置が承認される。 

□活動期間 

平成２０年 春大会 ～ 平成２３年 春大会 

□委員会の活動趣旨 

近年の環境問題を背景とした自転車の利用促進、増加傾向にある自転車関連事故、近年の道路

交通法の改正など、自転車の利用空間への関心の高まりを契機として、新たな施策展開に向けた

取り組みが進められている。しかしながら、自転車やその利用空間に関わる研究については、我

が国では大きく遅れている現状にあり、これまで蓄積されてきた研究成果に加えて、空間設計や

交通誘導のための基礎的な行動・挙動特性、多様な施策に対する利用者特性など、新たな施策展

開に関連した科学的知見の体系化が急務となっている。そこで、こうした自転車空間に関する研

究成果を共有し、知見を整理することで、実践的・実務的な成果につながる「自転車の利用空間

のあり方」を工学的立場から提言することを目的として、研究小委員会を設立する。 

□組織概要 

平成 19年秋大会に当研究小委員会の設置が認められ、その後平成 20年 1月に委員の公募を行

った結果、大学、研究機関、NPO、コンサルタント分野から計 32名の委員構成となっている。当

面は委員会会合を通じた情報共有を中心に活動を進める。具体的テーマ別の分科会等の活動開始

は平成 20年秋大会以降の予定である。委員会の基本的な役割は、関連する研究の科学的知見の体

系化を諮るための各委員や国内外から収集された新たな施策などの関連情報を共有することにあ

ることから、小委員会のホームページを開設し小委員会の活動を支援する。 

平成 19年秋大会に当研究小委員会の設置が認められ、その後平成 20年 1月に委員の公募を行

い、大学、研究機関、NPO、コンサルタント分野の計 32名のメンバー構成となった。さらに、現

在国によって進められているモデル事業の評価等の情報収集・共有を図り、関連研究分野との連
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資料-1 

携を深めるために、平成 21年 3月に 13名の委員を追加公募し計 45名の構成となった。本委員会

の基本的な役割は、自転車関連研究の科学的知見の体系化を諮ることを念頭に、当面は各委員や

国内外から収集された新たな施策などの関連情報の共有および発信にある。そこで、各委員が関

与する国内外の事例や研究内容を紹介するセミナーの企画・開催を行うとともに、情報を蓄積・

共有するために委員会 HPの充実を図る。 

 

■活動報告 

○H19年秋大会（八戸工業大学）～H20春大会 

－第 1 回委員会開催（11/25、場所：八戸工業大学、22名参加）：４名の委員から話題提供があり、

今後の研究の進め方や研究課題について議論した 

－委員の公募（H19年 12月末）：新たに 17名が加わり 32名の構成となった 

－第 2 回委員会開催（5/13、20/32名出席、場所：共立女子大学）：構成メンバーの紹介と活動方

針・体制に関する討議を行った。 

－講演会開催（5/13、会場：共立女子大学 B101教室、参加者 105名）講演タイトル：「ドイツ環

境共生都市フライブルクのまちづくりと自転車を利用した複合型サービス」、講演者：マルティ

ン＝マティアス・リュプケ氏（フライブルク市）、村上敦氏 

 

○H20春大会（北海道大学）～H20秋大会 

－平成 20年春大会（6/6）：企画セッション「自転車空間整備とその評価」、「自転車交通の特性と

評価」、「自転車空間、自転車交通行動」（発表 12件）、スペシャルセッション「自転車利用空間

の目標像」の開催。 

－第 3 回委員会開催（6/7、場所：放送大学北海道学習センター6F中講義室、20名参加）、企画・

スペシャルセッションでの論点整理、今後の方向性について討議。 

－国際セミナー開催（7/11場所：土木学会講堂、140名参加）、講演タイトル：「自転車とまちづ

くりセミナー～オランダと米国から市民による自転車まちづくり～」、講演者：パスカル・バン

デン・ノールト氏（自転車奨励協会）/スティーブ・ジョンソン氏（ポートランド州立大学） 

 

○H20秋大会（和歌山大学）～H21春大会（徳島大学） 

－第 4 回委員会開催（11/1、和歌山大学 E301、24名出席）：国内外の先進事例紹介、自転車空間

の検討課題の整理、討議 

－講演会開催（1/30、共立女子大学講堂、70名程度）講演タイトル：「リヨン（仏）の環境まちづ

くり：都市交通政策とヴェローヴ」、講演者：KeroumSLIMANI（大リヨン道路網課自転車交通政

策担当） 

－ワンディセミナー開催（3/6、野口英世会館、108名参加）、タイトル：「自転車から中速グリー

ンモードへ－利用空間整備の方向とその評価－」、16名から研究成果報告 

－委員の追加公募（H21年 3月）：新たに 13名が加わり 45名となった。 

－国際セミナー開催（4/26、土木学会講堂、98名参加）、タイトル：「自転車とまちづくりセミナ

ー～韓国で進む自転車まちづくり～」、講演者：金鍾錫、 黃虎淳 
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○H21春大会（徳島大学）～H21秋大会（金沢大学） 

－第 5 回委員会開催（6/13、徳島大学共通講義棟 ６Ｆ大会議室、44名出席）：国内の自転車政策

の動向や事例地区の進捗・整備状況報告、討議 

－講演会開催（8/27、オリコン会議室、65名）講演タイトル：「自転車道はこう設計され，造られ

た」、講演者：徳本行信氏（(株)アーバンエース・理事）、泉堅二郎氏（日本デジタル道路地図

協会・理事長） 

－講習会開催（10/27、岡山コンベンションセンター、100名）「中四国から今後の自転車利用環境

を考える」、基調講演、事例紹介（岡山、高松、福山）、パネルディスカッション 

 

○H21秋大会（金沢大学）～H22春大会（名古屋工業大学） 

－第 6 回委員会開催（11/22、金沢大学 205教室、39名出席）：国内の自転車空間整備事例報告、

討議 

－平成２１年度新道路技術会議「自転車等の中速グリーンモードに配慮した道路空間構成技術に

関する研究」第２回研究検討会「自転車等を考慮した交差点に関わる課題について」開催（1/23、

(株)オリエンタルコンサルタンツ会議室）、発表者：本田（国総研）、三国成（地球の友金沢）、

元田（岩手県立大学）、吉田（大阪市立大学） 

－平成２１年度新道路技術会議「自転車等の中速グリーンモードに配慮した道路空間構成技術に

関する研究」第３回研究検討会「道路空間構成の選択とネットワーク構成」開催（2/11、(株)

オリエンタルコンサルタンツ会議室）、発表者：金（茨城大学）、山中（徳島大学）、浜岡（秋田

大学）、宇佐美（岩手県立大学）、鈴木（運輸政策研究所） 

 

■今後の予定 

－第 7 回委員会を春大会時（6/6）に開催確定 

－企画セッション、スペシャルセッションを春大会時（6/6）に開催確定 

－第 8 回委員会を秋大会時に開催予定 
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究

、
歩

道
走

行
・
車

道
走

行
の

安
全

性
評

価
、

二
輪

車
の

走
行

空
間

・
交

通
安

全
対

策
と

の
関

係
な

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

北
澗

国
土

交
通

省

河
村

パ
シ

コ
ン

自
転

車
利

用
環

境
整

備
手

法
、

路
上

駐
輪

場
整

備
手

法
、

自
転

車
回

遊
性

、
自

転
車

レ
ー

ン
に

関
す

る
社

会
実

(3
)利

用
者

研
究

ま
た

は
（
1
）

交
通

特
性

研
究

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

近
藤

滋
賀

県
立

大

市
民

活
動

か
ら

自
転

車
啓

発
。

徐
々

に
行

政
計

画
や

環
境

政
策

か
ら

の
自

転
車

に
も

か
か

わ
る

よ
う
に

な
っ

た

現
在

は
自

転
車

空
間

評
価

手
法

と
ベ

ロ
タ

ク
シ

ー
の

安
全

性
評

価
を

共
同

研
究

で
実

施
中

○
○

○
○

○
○

○
○

○

高
田

東
京

電
機

大

駐
輪

場
所

選
択

行
動

モ
デ

ル
の

推
定

、
端

末
交

通
手

段
の

選
択

行
動

モ
デ

ル
の

推
定

(3
)利

用
者

研
究

：
利

用
促

進
施

策
，

社
会

実
験

塚
口

立
命

館
大

土
井

香
川

大
＊

前
回

発
言

都
市

計
画

的
立

場
か

ら
、

コ
ン

パ
ク

ト
な

魅
力

を
ど

う
す

る
か

、
都

市
内

チ
ェ

ー
ン

モ
デ

ル
、

優
先

順
位

を
つ

け
る

こ
と

現
象

論
デ

ザ
イ

ン
論

目
標

論
実

践
論

１
．

研
究

キ
ー

ワ
ー

ド
表

（
2
0
1
0
年

6
月

）
 2

0
1
0
.6

.5

評
価

論

交
差

点
、

バ
ス

停
、

接
合

部

分
離

デ
バ

イ
ス

、
速

度
抑

制
策

、
付

属
施

設

分
離

基
準

、
優

先
関

係

混
在

交
通

下
の

相
互

作
用

事
故

デ
ー

タ
、

錯
綜

指
標

速
度

の
定

義

日
本

版
レ

ビ
ュ

ー
シ

ス
テ

ム

通
行

方
法

、
規

則
、

マ
ナ

ー
、

取
締

り
、

事
故

、
路

駐

需
要

予
測

、
配

置
、

料
金

、
運

用
、

違
法

駐
輪

密
度

、
整

備
量

、
優

先
順

位
、

連
続

性
、

車
影

響

逆
走

、
左

巻
き

込
み

、
出

会
い

頭

手
段

選
択

特
性

、
意

識
と

行
動

、
駐

輪
特

性
、

経
路

選
択

運
転

挙
動

と
利

用
者

特
性

、
事

故
、

教
育

、
取

締
り

プ
ロ

ー
ブ

、
コ

ン
フ

リ
ク

ト
セ

ン
シ

ン
グ

事
故

、
ア

ジ
ア

、
情

報
発

信

C
O

2
、

騒
音

・
振

動
・

大
気

汚
染

歩
行

者
・
バ

ス
と

の
共

存
、

自
転

車
の

進
化

（
3
人

乗
り

）

環
境

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
健

康
、

イ
メ

ー
ジ

交
通

ま
ち

づ
く

り
、

M
M

,E
S

T
,交

通
バ

リ
ア

フ
リ
ー

高
齢

者
、

幼
児

、
児

童
、

若
年

共
同

利
用

、
レ

ン
タ

サ
イ

ク
ル

、
観

光
利

用

自
転

車
マ

ッ
プ

混
在

施
策

、
税

、
料

金
、

財
源

（
海

外
事

例
）

景
観

性
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大
分

類
調

査
手

法
論

予
測

論

事
例

研
究

・
評

価

海
外

事
例

・
基

準

国
際

戦
略

小
分

類
位

置
付

け
・
目

標

総
合

交
通

体
系

環
境

改
善

効
果

政
策

史
分

析
調

査
手

法
挙

動
特

性
交

通
特

性
事

故
分

析

交
通

需
要

・
走

行
距

離

道
路

断
面

構
成

通
行

帯
デ

ザ
イ

ン

要
所

の
デ

ザ
イ

ン

標
示

標
識

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

駐
輪

シ
ス

テ
ム

中
速

モ
ー

ド
の

共
存

問
題

空
間

運
用

・
交

通
安

全
対

策

断
面

決
定

指
標

速
度

サ
ー

ビ
ス

評
価

事
前

事
後

評
価

手
法

自
動

車
へ

の
影

響

プ
ロ

セ
ス

合
意

形
成

社
会

実
験

利
用

シ
ス

テ
ム

地
域

交
通

と
自

転
車

利
用

者
研

究

地
形

・
気

象
・

夜
間

交
通

教
育

マ
ニ

ュ
ア

ル
策

定

周
辺

施
策

と
の

整
合

キ
ー

ワ
ー

ド

お
名

前
ご

所
属

役
割

こ
れ

ま
で

の
研

究
キ

ー
ワ

ー
ド

こ
れ

か
ら

行
い

た
い

研
究

キ
ー

ワ
ー

ド

現
象

論
デ

ザ
イ

ン
論

目
標

論
実

践
論

評
価

論

交
差

点
、

バ
ス

停
、

接
合

部

分
離

デ
バ

イ
ス

、
速

度
抑

制
策

、
付

属
施

設

分
離

基
準

、
優

先
関

係

混
在

交
通

下
の

相
互

作
用

事
故

デ
ー

タ
、

錯
綜

指
標

速
度

の
定

義

日
本

版
レ

ビ
ュ

ー
シ

ス
テ

ム

通
行

方
法

、
規

則
、

マ
ナ

ー
、

取
締

り
、

事
故

、
路

駐

需
要

予
測

、
配

置
、

料
金

、
運

用
、

違
法

駐
輪

密
度

、
整

備
量

、
優

先
順

位
、

連
続

性
、

車
影

響

逆
走

、
左

巻
き

込
み

、
出

会
い

頭

手
段

選
択

特
性

、
意

識
と

行
動

、
駐

輪
特

性
、

経
路

選
択

運
転

挙
動

と
利

用
者

特
性

、
事

故
、

教
育

、
取

締
り

プ
ロ

ー
ブ

、
コ

ン
フ

リ
ク

ト
セ

ン
シ

ン
グ

事
故

、
ア

ジ
ア

、
情

報
発

信

C
O

2
、

騒
音

・
振

動
・

大
気

汚
染

歩
行

者
・
バ

ス
と

の
共

存
、

自
転

車
の

進
化

（
3
人

乗
り

）

環
境

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
健

康
、

イ
メ

ー
ジ

交
通

ま
ち

づ
く

り
、

M
M

,E
S

T
,交

通
バ

リ
ア

フ
リ
ー

高
齢

者
、

幼
児

、
児

童
、

若
年

共
同

利
用

、
レ

ン
タ

サ
イ

ク
ル

、
観

光
利

用

自
転

車
マ

ッ
プ

混
在

施
策

、
税

、
料

金
、

財
源

（
海

外
事

例
）

景
観

性

橋
本

豊
田

都
研

地
区

交
通

計
画

に
お

け
る

自
転

車
の

安
全

対
策

(2
)空

間
整

備
研

究

羽
藤

東
大

＊
前

回
発

言

プ
ロ

ー
ブ

、
コ

ン
パ

テ
ィ

ビ
リ

テ
ィ

に
興

味
、

松
山

分
担

率
で

困
っ

た
、

自
転

車
デ

ポ
の

配
置

〇

浜
岡

秋
田

大

幹
線

道
路

に
流

入
す

る
自

動
車

と
の

交
通

事
故

の
要

因
分

析
を

通
じ

て
、

自
転

車
の

歩
道

空
間

利
用

方
法

を
考

察

安
全

面
を

考
慮

し
た

自
転

車
空

間
の

あ
り

方
に

つ
い

て
〇

○
○

○

兵
藤

海
洋

大
自

転
車

経
路

選
択

分
析

，
自

転
車

道
の

デ
ザ

イ
ン

，
駐

輪
場

計
画

自
転

車
道

の
交

差
点

部
分

の
デ

ザ
イ

ン
，

経
路

選
択

の
国

際
比

較
研

究
〇

藤
原

パ
シ

コ
ン

自
転

車
利

用
環

境
整

備
手

法
、

自
転

車
利

用
を

考
慮

し
た

交
差

点
設

計
　

等

(2
)空

間
整

備
研

究

松
原

オ
リ
コ

ン

・
自

転
車

環
境

整
備

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整

備
・
地

区
内

道
路

、
歩

道
の

整
備

検
討

・
幼

児
･児

童
・
学

生
・
親

世
代

・
高

齢
者

の
自

転
車

利
用

特
性

と
教

育

・
歩

行
者

か
ら

見
た

空
間

整
備

の
あ

り
方

・
自

転
車

利
用

の
動

機
づ

け
と

仕
掛

け
・
保

険
制

度
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

三
国

千
北

陸
大

〇
〇

〇
〇

○
○

三
国

成
地

球
の

友
〇

○
〇

〇
〇

○
○

宮
崎

高
松

工
専

市
民

団
体

主
催

の
エ

コ
サ

イ
ク

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
事

務
局

）
、

海
外

視
察

（
ド

イ
ツ

の
フ

ラ
イ

ブ
ル

グ
，

ミ
ュ

ン
ス

タ
ー

，
ス

イ
ス

の
バ

ー
ゼ

ル
，

韓
国

の
清

州
）

(3
)利

用
者

研
究

：
利

用
者

研
究

（
特

に
交

通
安

全
を

テ
ー

マ
と

し
て

）
○

○
○

○
○

○

元
田

岩
手

県
立

大

公
共

交
通

、
サ

イ
ク

ル
ト
レ

イ
ン

(3
)利

用
者

研
究

：
自

転
車

利
用

者
の

意
識

・
行

動
、

道
路

構
造

、
サ

イ
ク

ル
ト
レ

イ
ン

,政
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

森
本

宇
都

宮
大

自
転

車
利

用
環

境
、

利
用

者
意

識
総

合
交

通
体

系
の

中
の

自
転

車
交

通
、

交
通

ま
ち

づ
く

り
〇

○
○

○

和
田

福
井

工
大

地
方

鉄
道

駅
に

お
け

る
駐

輪
特

性
、

防
犯

登
録

番
号

か
ら

み
た

駐
輪

実
態

、
中

心
市

街
地

に
お

け
る

駐
輪

特
性

な
ど

(2
)空

間
整

備
研

究
：
駐

輪
特

性
、

駐
輪

シ
ス

テ
ム

○
○

○
○

○
△

○

鈴
木

東
工

大
事

務
局

自
動

車
・
自

転
車

・
歩

行
者

の
共

存
の

視
点

に
立

っ
た

，
自

転
車

走
行

空
間

（
単

路
部

お
よ

び
交

差
点

）
の

設
計

お
よ

び
そ

の
運

用

現
在

は
交

差
点

部
で

の
自

転
車

の
出

会
い

頭
事

故
防

止
対

策
を

研
究

中
〇

〇
〇

〇

寺
内

国
士

舘
大

渉
外

単
断

面
道

路
の

歩
行

環
境

評
価

(3
)利

用
者

研
究

：
商

店
街

の
自

転
車

置
き

場
設

置
、

自
転

車
走

行
環

境
整

備
の

社
会

実
験

で
の

参
加

者
意

識

吉
田

大
市

大
事

務
局

事
故

統
計

地
区

内
道

路
の

出
合

い
頭

事
故

の
要

因
分

析

自
転

車
走

行
挙

動
の

モ
デ

ル
化 事

故
リ
ス

ク
分

析
〇

○
○

○
○

〇
〇

〇
○

○

亀
野

国
立

大
分

高
専

高
齢

社
会

に
対

応
し

た
歩

道
舗

装
の

あ
り

方
（
特

に
高

齢
者

，
乳

幼
児

）

高
校

生
・
大

学
生

及
び

高
齢

者
の

交
通

安
全

教
育

の
あ

り
方

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

吉
村

日
本

文
理

大
自

転
車

走
行

空
間

，
自

転
車

速
度

自
転

車
走

行
空

間
○

○
○

○
○

○
○

○

埒
日

本
海

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト

自
転

車
の

走
行

実
態

と
交

通
安

全
、

バ
ス

レ
ー

ン
に

お
け

る
自

転
車

走
行

指
導

帯
導

入
の

事
前

・
事

後
評

価
、

社
会

実
験

に
よ

る
合

意
形

成

総
合

交
通

計
画

の
中

に
お

け
る

自
転

車
交

通
、

道
路

空
間

の
再

配
分

と
自

転
車

走
行

空
間

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
サ

イ
ク

ル
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

 自
転

車
利

用
者

の
安

全
に

立
っ

た
、

交
通

環
境

整
備

(3
)利

用
者

研
究

：
特

徴
的

な
自

転
車

利
用

属
性

（
幼

児
や

高
齢

者
な

ど
）
、

運
転

・
挙

動
特

性
、

安
全

教
育

、
利

用
促

進
施

策
、

社
会

実
験

、
レ

ン
タ

サ
イ

ク
ル

、
回

遊
性
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お
名

前
ご

所
属

役
割

こ
れ

ま
で

に
関

与
し

た
事

例
現

在
関

与
し

て
い

る
事

例
（
H

1
9
-
H

2
1
）

手
本

と
な

る
事

例
（
理

由
）

新
し

い
工

夫
・
参

考
と

な
る

事
例

（
理

由
）

そ
の

他

山
中

徳
島

大
委

員
長

・
徳

島
地

域
自

転
車

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
・
徳

島
環

状
線

自
転

車
通

行
帯

区
分

整
備

・
国

総
研

共
同

研
究

・
国

道
１

９
２

号
駅

前
自

転
車

走
行

空
間

整
備

（
H

2
0
)

・
徳

島
県

健
康

に
資

す
る

自
転

車
走

行
環

境
整

備
検

討
会

（
H

2
0
-
2
1
)

・
国

土
交

省
国

総
研

自
転

車
道

路
網

検
討

会
(H

1
9
,2

0
)

・
兵

庫
県

自
転

車
走

行
環

境
整

備
に

係
る

検
討

会
(H

2
1
)

・
福

山
都

市
圏

自
転

車
走

行
空

間
整

備
懇

談
会

(H
2
0
-
2
1
)

・
奈

良
県

自
転

車
利

用
促

進
方

策
検

討
委

員
会

(H
2
1
-
)

・
高

松
中

央
通

り
（
論

議
あ

る
歩

道
対

策
の

な
か

で
は

成
功

例
と

さ
れ

る
）

・
フ

ラ
ン

ス
の

統
一

さ
れ

た
カ

ラ
ー

の
路

面
マ

ー
ク

久
保

田
埼

玉
大

副
委

員
長

・
埼

玉
大

学
キ

ャ
ン

パ
ス

内
自

転
車

通
行

禁
止

規
制

・
埼

玉
県

自
転

車
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
埼

玉
県

所
沢

市
自

転
車

モ
デ

ル
事

業
(ス

ー
パ

ー
モ

デ
ル

地
区

)

・
埼

玉
県

飯
能

市
自

転
車

レ
ー

ン
＋

ポ
ス

ト
コ

ー
ン

（
H

1
9
年

度
W

S
お

よ
び

事
業

。
現

在
経

過
観

察
中

)
・
埼

玉
県

熊
谷

市
バ

リ
ア

フ
リ
ー

重
点

整
備

地
区

と
自

転
車

モ
デ

ル
事

業
(H

2
0
予

定
)

・
熊

谷
市

道
路

空
間

整
備

推
進

委
員

会
(H

2
0
,2

1
)

屋
井

東
工

大
副

委
員

長

・
川

崎
市

東
口

自
転

車
総

合
対

策
（
社

会
実

験
含

む
）
（
H

2
0
-
）

・
川

崎
市

自
転

車
駐

車
場

料
金

政
策

検
討

(H
2
0
-
）

・
横

浜
市

青
葉

区
自

転
車

走
行

環
境

検
討

(H
1
9
-
2
0
)

・
横

浜
市

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
サ

イ
ク

ル
導

入
実

験
(H

2
1
-
)

・
東

京
都

大
田

区
自

転
車

総
合

対
策

検
討

(H
2
1
-
)

参
考

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
サ

イ
ク

ル
導

入
可

能
性

調
査

(H
2
0
-
自

転
車

普
及

協
会

）
・
都

市
交

通
と

し
て

の
自

転
車

環
境

研
究

(H
2
1
-
国

交
省

都
市

地
域

整
備

局
）

金
茨

城
大

幹
事

長

・
国

土
交

省
国

総
研

自
転

車
道

路
網

検
討

会
(H

1
9
-
2
0
)

・
茨

城
県

自
転

車
走

行
環

境
整

備
推

進
連

絡
会

議
（
Ｈ

2
0
-
）

・
水

戸
地

区
国

道
5
0
号

バ
イ

パ
ス

自
転

車
通

行
環

境
モ

デ
ル

地
区

（
Ｈ

2
0
-
）

・
新

潟
市

自
転

車
利

用
環

境
計

画
（
Ｈ

2
1
-
）

・
自

転
車

の
ま

ち
つ

く
ば

推
進

委
員

会
（
Ｈ

2
2
-
）

・
世

田
谷

区
幡

ヶ
谷

（
自

歩
道

＋
レ

ー
ン

が
画

期
的

。
今

後
の

現
実

策
の

一
つ

）
・
福

島
市

杉
妻

町
御

山
線

（
レ

ー
ン

な
ら

こ
ん

な
と

こ
ろ

で
満

足
す

べ
き

）
・
静

岡
市

・
清

水
市

は
自

転
車

道
と

レ
ー

ン
で

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
し

て
頑

張
っ

て
い

る
と

思
う

。

・
世

田
谷

区
明

薬
通

り
の

社
会

実
験

（
通

行
方

法
が

奇
抜

）
・
松

本
こ

ま
く

さ
道

路
（
こ

こ
ま

で
歩

道
・
歩

行
者

を
い

じ
め

て
も

レ
ー

ン
を

確
保

し
て

い
る

）

・
宮

崎
市

中
心

部
橘

通
り

（
広

い
歩

道
上

に
断

続
的

仕
切

り
を

し
て

通
行

帯
を

確
保

し
て

面
白

い
）

青
木

共
立

女
子

大

阿
部

岡
山

大

自
転

車
利

用
実

態
と

利
用

促
進

策
の

検
討

(H
1
1
-

H
1
2
)、

岡
山

市
都

心
部

の
放

置
自

転
車

対
策

調
査

と
駐

輪
場

整
備

計
画

(H
1
1
-
2
1
)

岡
山

市
内

国
道

5
3
号

線
に

お
け

る
自

転
車

道
整

備
の

効
果

計
測

・
評

価
(H

1
7
-
H

1
8
)、

岡
山

市
内

国
道

5
3
号

線
の

自
転

車
道

利
用

促
進

に
向

け
た

交
通

社
会

実
験

(H
1
9
-
H

2
2
)

岡
山

駅
西

口
～

岡
山

県
総

合
グ

ラ
ウ

ン
ド

間
の

自
転

車
道

(異
な

る
デ

ザ
イ

ン
・
周

辺
状

況
の

自
転

車
道

が
整

備
さ

れ
て

い
る

)

荒
井

IB
S

宇
佐

美
岩

手
県

立
大

・
H

1
9
盛

岡
市

内
で

の
社

会
実

験
（
自

転
車

レ
ー

ン
設

置
、

パ
ー

キ
ン

グ
チ

ケ
ッ

ト
の

駐
車

枠
の

駐
輪

場
転

換

大
森

日
建

シ
ビ

ル

自
転

車
通

行
環

境
整

備
モ

デ
ル

地
区

の
１

つ
と

し
て

挙
げ

ら
れ

て
い

る
東

京
都

渋
谷

区
の

幡
ヶ

谷
地

区
、

旧
玉

川
水

道
道

路
の

自
転

車
専

用
通

行
帯

(自
転

車
レ

ー
ン

）
の

計
画

と
設

計

・
堺

市
自

転
車

走
行

空
間

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

検
討

(H
2
0
)

・
自

転
車

通
行

環
境

モ
デ

ル
地

区
（
三

鷹
市

か
え

で
通

り
、

千
葉

市
ＪＲ

検
見

川
浜

駅
周

辺
）
（
Ｈ

2
1
）

・
世

田
谷

区
自

転
車

等
利

用
総

合
計

画
の

見
直

し
（
Ｈ

2
1
）

・
京

都
市

自
転

車
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

計
画

検
討

（
Ｈ

2
1
）

・
福

島
市

市
道

杉
妻

町
御

山
線

お
よ

び
県

道
水

原
福

島
線

（
自

転
車

通
行

帯
部

分
の

カ
ラ

ー
舗

装
化

、
荷

捌
き

車
両

等
の

短
時

間
停

車
へ

の
対

応
、

タ
ク

シ
ー

ベ
イ

等
と

の
調

整
対

応
を

図
っ

た
）

・
金

沢
市

東
山

、
森

山
地

区
の

国
道

1
5
9
号

（
バ

ス
専

用
レ

ー
ン

内
に

自
転

車
通

行
帯

を
重

ね
て

カ
ラ

ー
舗

装
化

、
長

期
間

の
社

会
実

験
実

施
、

警
察

と
の

調
整

、
地

元
市

民
の

合
意

形
成

な
ど

整
備

完
了

ま
で

の
対

応
が

参
考

と
な

る
）

・
最

近
の

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
サ

イ
ク

ル
の

利
用

動
向

と
電

動
ア

シ
ス

ト
付

自
転

車
利

用
の

特
徴

に
つ

い
て

デ
ー

タ
を

整
理

中

大
脇

国
総

研

・
2
0
0
5
年

万
博

駐
輪

需
要

推
計

・
愛

・
地

球
博

自
転

車
マ

ッ
プ

作
成

・
2
3
号

名
南

橋
自

転
車

道
設

置
・
自

転
車

走
行

空
間

の
設

計
の

ポ
イ

ン
ト
ほ

か
、

道
路

局
・
交

通
局

・
国

総
研

発
行

の
手

引
き

類

自
転

車
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

計
画

策
定

手
法

に
関

す
る

調
査

報
告

（
執

筆
中

）
H

1
9
-
H

2
1

・
盛

岡
城

北
側

の
自

転
車

レ
ー

ン
（
路

上
駐

車
の

右
側

に
青

く
レ

ー
ン

を
表

示
。

法
的

に
は

路
上

駐
車

指
定

場
所

を
含

め
、

自
転

車
レ

ー
ン

）
・
富

山
市

北
新

町
の

自
転

車
レ

ー
ン

（
幅

4
m

弱
の

レ
ー

ン
。

路
上

駐
車

に
阻

害
さ

れ
な

い
。

）
・
川

崎
市

小
田

栄
町

の
自

転
車

道
（
簡

易
な

作
り

）

・
ポ

ー
ト
ラ

ン
ド

（
橋

梁
部

等
で

一
部

自
歩

道
が

存
在

。
そ

の
区

間
の

起
終

点
に

、
歩

道
と

車
道

の
移

行
が

円
滑

に
行

え
る

よ
う

な
ミ
ニ

坂
路

が
設

け
ら

れ
て

い
る

。
）

小
川

立
命

館
滋

賀
県

・
京

都
府

で
の

モ
デ

ル
地

区
選

定
（
道

路
交

通
環

境
安

全
推

進
連

絡
会

議
の

活
動

と
し

て
現

地
調

査
、

整
備

の
詳

細
は

こ
れ

か
ら

..
.）

お
そ

ら
く

上
記

に
は

引
き

続
き

関
与

3
肢

（
T

字
）
交

差
点

の
整

備
は

ど
の

よ
う

に
し

た
ら

良
い

の
で

し
ょ

う
か

？
（
交

差
点

部
で

は
歩

道
に

上
げ

て
歩

行
者

と
混

在
さ

せ
る

？
）

北
澗

国
土

交
通

省

河
村

パ
シ

コ
ン

・
横

浜
市

レ
ン

タ
サ

イ
ク

ル
社

会
実

験
(H

1
6
)

・
世

田
谷

走
行

空
間

社
会

実
験

（
ブ

ル
ー

レ
ー

ン
の

設
置

、
歩

道
の

一
方

通
行

化
）
(H

1
7
)

・
川

崎
市

自
転

車
利

用
環

境
社

会
実

験
（
自

転
車

レ
ー

ン
の

設
置

、
歩

道
の

分
離

、
押

し
歩

き
)(
H

2
1
)

・
奈

良
県

自
転

車
利

用
促

進
方

策
検

討
（
H

2
1
、

H
2
2
)

・
宇

都
宮

市
自

転
車

の
ま

ち
推

進
計

画
策

定
検

討
（
H

2
1
、

H
2
2
)

近
藤

滋
賀

県
立

大

・
彦

根
市

エ
コ

エ
コ

自
転

車
ま

ち
づ

く
り

プ
ラ

ン
策

定
(2

0
0
2
)

・
彦

根
市

自
転

車
マ

ッ
プ

作
成

(2
0
0
3
)

・
自

転
車

タ
ク

シ
ー

の
運

行
経

営
(2

0
0
7
～

)
・
「
輪

の
国

び
わ

湖
」
び

わ
湖

一
周

サ
イ

ク
リ
ン

グ
の

立
ち

上
げ

運
営

(2
0
0
9

～
)

・
滋

賀
県

持
続

可
能

な
交

通
シ

ス
テ

ム
W

G
(2

0
0
8
)

・
滋

賀
県

地
球

温
暖

化
対

策
検

討
小

委
員

会
(2

0
0
9
)

２
．

委
員

の
関

与
事

例
（
2
0
1
0
年

6
月

）
 2

0
1
0
.6

.5
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お
名

前
ご

所
属

役
割

こ
れ

ま
で

に
関

与
し

た
事

例
現

在
関

与
し

て
い

る
事

例
（
H

1
9
-
H

2
1
）

手
本

と
な

る
事

例
（
理

由
）

新
し

い
工

夫
・
参

考
と

な
る

事
例

（
理

由
）

そ
の

他

高
田

東
京

電
機

大
塚

口
立

命
館

土
井

香
川

大

・
高

松
市

中
央

通
り

自
転

車
走

行
空

間
整

備
（
H

1
9
)

・
高

松
市

市
道

西
宝

線
自

転
車

走
行

空
間

整
備

社
会

実
験

（
H

2
0
)

・
自

転
車

を
利

用
し

た
香

川
の

新
し

い
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

協
議

会
（
H

1
9
-
2
1
)

・
香

川
の

自
転

車
利

用
を

考
え

る
懇

談
会

（
H

1
8
-
H

1
9
)

橋
本

豊
田

都
羽

藤
東

大
浜

岡
秋

田
大

・
秋

田
市

自
転

車
利

用
環

境
の

あ
り

方
を

考
え

る
懇

談
会

（
H

2
0
-
H

2
1
）

兵
藤

海
洋

大

・
川

崎
市

東
口

自
転

車
総

合
対

策
（
社

会
実

験
含

む
）
（
H

2
0
-
）

・
川

崎
市

自
転

車
駐

車
場

料
金

政
策

検
討

(H
2
0
-
）

・
日

本
自

転
車

普
及

協
会

，
自

転
車

研
究

会
（
H

1
9
-
2
0
）

・
日

本
自

転
車

普
及

協
会

，
自

転
車

安
全

性
向

上
研

究
会

（
H

2
1
-
）

・
豊

田
市

自
転

車
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

委
員

会
（
H

2
0
-
2
1
)

・
台

東
区

自
転

車
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

委
員

会
（
H

2
0
-
2
1
)

・
平

塚
市

交
通

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
検

討
委

員
会

（
H

2
1
)

・
H

2
1
年

秋
の

川
崎

駅
東

口
に

お
け

る
自

転
車

レ
ー

ン
設

置
，

お
よ

び
自

歩
道

内
の

走
行

空
間

分
離

社
会

実
験

（
２

週
間

）

藤
原

パ
シ

コ
ン

・
東

京
国

道
管

内
に

お
け

る
自

転
車

空
間

整
備

計
画

作
成

補
助

（
東

京
国

道
）

・
自

転
車

利
用

環
境

整
備

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

作
成

補
助

(国
土

交
通

省
・
警

察
庁

)

・
自

転
車

通
行

空
間

の
設

計
・
整

備
に

関
す

る
検

討
業

務
（
国

総
研

究
、

H
2
1
)

・
埼

玉
県

に
お

け
る

自
転

車
ネ

ッ
ト
ワ

ー
計

画
作

成
補

助
（
埼

玉
県

）

松
原

オ
リ
コ

ン

・
埼

玉
県

自
転

車
環

境
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・
手

本
や

工
夫

は
あ

く
ま

で
も

自
転

車
利

用
者

が
幅

広
い

こ
と

を
考

え
る

と
「
簡

単
明

瞭
」
で

な
く

て
は

な
ら

な
い

。
一

見
で

理
解

で
き

る
ル

ー
ル

、
標

識
で

な
い

と
混

乱
の

も
と

で
す

。
・
実

は
道

路
の

ほ
と

ん
ど

が
地

区
内

の
混

在
で

あ
る

は
ず

。
分

離
基

準
と

同
じ

く
ら

い
混

在
の

ル
ー

ル
を

確
立

す
る

必
要

が
あ

り
。

三
国

千
北

陸
大

・
自

転
車

･歩
行

者
安

全
マ

ッ
プ

･道
の

点
検

簿
･国

道
1
5
9
号

線
の

バ
ス

レ
ー

ン
に

自
転

車
走

行
指

導
三

国
成

地
球

の
・
新

潟
市

の
自

転
車

利
用

を
考

え
る

懇
談

会
宮

崎
高

松
工

元
田

岩
手

県
立

大
い

わ
て

銀
河

鉄
道

サ
イ

ク
ル

ト
レ

イ
ン

導
入

検
討

調
査

市
川

市
自

転
車

安
全

利
用

対
策

懇
談

会
・
盛

岡
第

三
高

等
学

校
自

転
車

教
育

海
外

事
例

(フ
ラ

ン
ス

、
ベ

ル
ギ

ー
、

オ
ラ

ン
ダ

他
）

森
本

宇
都

宮
大

宇
都

宮
国

道
事

務
所

・
国

道
4
号

自
転

車
社

会
実

験
(2

0
0
9
.3

)
栃

木
県

県
土

整
備

部
・
自

転
車

社
会

実
験

(2
0
0
9
.3

)

和
田

福
井

工
大

福
井

駅
周

辺
自

転
車

駐
車

場
整

備
計

画
・
福

井
市

駐
車

場
・
駐

輪
場

問
題

検
討

委
員

会
（
H

2
1
〜

H
2
2
）

・
福

井
市

大
和

田
地

区
自

転
車

通
行

環
境

懇
談

会
(H

2
1
)

鈴
木

東
工

大
事

務
局

世
田

谷
（
歩

道
の

使
い

方
）
　

　
西

葛
西

（
レ

ー
ン

を
つ

く
る

だ
け

で
は

意
味

が
な

い
）

寺
内

国
士

舘
渉

外

吉
田

大
市

大
事

務
局

・
国

道
２

号
、

兵
庫

県
尼

崎
市

地
区

内
道

路

・
兵

庫
県

自
転

車
走

行
環

境
整

備
に

係
る

検
討

会
(H

2
1
)

・
国

土
交

省
国

総
研

自
転

車
道

路
網

検
討

会
(H

2
0
)

・
和

歌
山

県
自

転
車

通
行

環
境

懇
談

会
(H

2
1
)→

和
歌

山
モ

デ
ル

地
区

（
社

会
実

験
）

・
自

転
車

利
用

環
境

整
備

等
に

よ
る

安
全

性
向

上
対

策
研

究
会

(H
2
1
)

・
兵

庫
県

交
通

科
学

研
究

会
→

兵
庫

県
の

モ
デ

ル
３

地
区

・
大

阪
市

中
央

大
通

り
の

自
転

車
道

（
余

裕
の

あ
る

断
面

構
成

で
バ

ス
停

な
ど

へ
の

配
慮

が
あ

る
）

亀
野

国
立

大
分

高
専

・
大

分
市

自
転

車
利

用
基

本
計

画
策

定
・
大

分
市

自
転

車
レ

ー
ン

社
会

実
験

大
分

県
自

転
車

通
行

環
境

モ
デ

ル
地

区
（
H

2
0
）

吉
村

日
本

文
理

大

大
分

県
自

転
車

通
行

環
境

整
備

モ
デ

ル
地

区
に

お
け

る
社

会
実

験
(H

2
1
)

・
大

分
市

中
心

部
モ

デ
ル

地
区

の
同

じ
区

間
で

自
転

車
道

の
確

保
を

自
歩

道
の

分
離

と
車

道
を

転
用

す
る

2
回

の
比

較
社

会
実

験
を

実
施

。

埒
日

本
海

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト

・
金

沢
市

Ｒ
１

５
９

号
自

転
車

走
行

指
導

帯
・
東

金
沢

停
車

場
線

自
転

車
レ

ー
ン

（
Ｈ

2
0
-
2
2
）

・
金

沢
市

ま
ち

な
か

自
転

車
利

用
促

進
計

画
（
Ｈ

2
1
－

2
2
）

・
富

山
市

自
転

車
利

用
環

境
整

備
計

画
（
Ｈ

2
1
-
2
2
）

8
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お
名

前
ご

所
属

役
割

Ｈ
1
9
年

度
Ｈ

2
0
年

度
Ｈ

2
1
年

度

山
中

徳
島

大
委

員
長

1
）
柿

原
 健

佑
, 
山

中
 英

生
, 
滑

川
 達

 :
 プ

ロ
ー

ブ
バ

イ
シ

ク
ル

を
用

い
た

高
齢

者
の

自
転

車
走

行
時

の
挙

動
に

関
す

る
分

析
, 
交

通
工

学
研

究
発

表
会

論
文

報
告

集
,

V
o
l.
2
7
, 
2
9
7
?
3
0
0
頁

, 
2
0
0
7
年

.
2
）
H

id
eo

 Y
am

an
ak

a 
an

d
 S

u
su

m
u
 N

am
er

ik
aw

a 
: 
M

E
A

S
U

R
IN

G
 L

E
V

E
L
-
O

F
-

S
E
R
V

IC
E
 F

O
R
 C

Y
C

L
IN

G
 O

F
 U

R
B

A
N

 S
T

R
E
E
T

S
 U

S
IN

G
 "

P
R
O

B
E

B
IC

Y
C

L
E
 S

Y
S
T

E
M

",
 J

o
u
rn

al
 o

f 
th

e 
E
as

te
rn

 A
si

a 
S
o
ci

et
y 

fo
r

T
ra

n
sp

o
rt

at
io

n
 S

tu
d
ie

s,
 V

o
l.
7
, 
p
p
.1

6
1
4
-
-
1
6
2
5
, 
2
0
0
7
.

3
）
山

中
 英

生
 :
 自

転
車

に
配

慮
し

た
道

づ
く

り
の

展
開

, 
交

通
安

全
教

育
, 
N

o
.4

9
8
,

6
?
1
6
頁

, 
2
0
0
7
年

9
月

.
4
）
柿

原
 健

祐
, 
山

中
 英

生
, 
滑

川
 達

 :
 プ

ロ
ー

ブ
バ

イ
シ

ク
ル

を
用

い
た

高
齢

者
の

自
転

車
走

行
時

の
挙

動
に

関
す

る
分

析
*
, 
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

,
V

o
l.
3
5
, 
2
0
0
7
年

6
月

.

1
）
山

中
 英

生
, 
大

下
 剛

, 
藩

 曉
東

, 
趙

 暁
翠

 :
 プ

ロ
ー

ブ
バ

イ
シ

ク
ル

を
用

い
た

日
中

の
自

転
車

空
間

の
走

行
性

比
較

, 
交

通
工

学
研

究
発

表
会

論
文

報
告

集
,

V
o
l.
2
8
, 
3
1
3
?
3
1
6
頁

, 
2
0
0
8
年

.
2
）
Z
h
e 

P
.,
 H

id
eo

 Y
am

an
ak

a 
an

d
 K

ak
ih

ar
a 

K
. 
: 
E
va

lu
at

io
n
 o

f 
sh

ar
ed

 u
se

 o
f

b
ic

yc
le

s 
an

d
 p

ed
es

tr
ia

n
s 

in
 J

ap
an

, 
U

rb
an

 T
ra

n
sp

o
rt

 -
U

rb
an

 T
ra

n
sp

o
rt

 a
n
d

th
e 

E
n
vi

ro
n
m

en
t 

in
 t

h
e 

2
1
st

 C
en

tu
ry

-
, 
V

o
l.
1
4
, 
p
p
.4

7
-
-
5
6
, 
2
0
0
8
.

3
）
山

中
 英

生
 :
 自

転
車

交
通

を
使

い
こ

な
す

都
市

・
道

路
づ

く
り

へ
, 
交

通
工

学
,

V
o
l.
4
3
, 
N

o
.2

, 
1
?
2
頁

, 
2
0
0
8
年

3
月

.
4
）
藩

 哲
, 
山

中
 英

生
 :
 自

転
車

の
利

用
経

験
と

将
来

利
用

意
向

の
関

係
に

関
す

る
意

識
分

析
, 
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

, 
V

o
l.
3
8
, 
2
0
0
8
年

1
1
月

.
5
）
柿

原
 健

佑
, 
山

中
 英

生
, 
藩

 曉
東

, 
大

平
 晴

加
, 
藩

 哲
 :
 中

国
の

自
転

車
道

に
お

け
る

交
通

流
特

性
の

分
析

, 
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

, 
V

o
l.
3
7
, 
2
0
0
8
年

6

1
）
山

中
 英

生
 :
 四

国
に

お
け

る
自

転
車

の
利

用
促

進
と

そ
の

展
望

, 
運

輸
と

経
済

,
V

o
l.
6
9
, 
N

o
.7

, 
2
5
?
3
2
頁

, 
2
0
0
9
年

7
月

.
2
）
山

中
 英

生
 :
 自

転
車

走
行

空
間

整
備

持
続

あ
る

取
り

組
み

に
む

け
て

, 
土

木
技

術
資

料
, 
V

o
l.
5
1
, 
N

o
.4

, 
3
頁

, 
2
0
0
9
年

4
月

.
3
）
亀

谷
 友

紀
, 
山

中
 英

生
, 
柿

原
 健

佑
 :
 シ

ケ
イ

ン
に

お
け

る
自

転
車

走
行

特
性

,
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

, 
V

o
l.
4
0
, 
2
0
0
9
年

1
1
月

.
4
）
亀

谷
 友

紀
, 
山

中
 英

生
, 
柿

原
 健

祐
, 
横

田
 周

典
 :
 坂

道
と

発
進

時
に

お
け

る
高

齢
者

の
自

転
車

走
行

特
性

, 
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

, 
V

o
l.
3
9
, 
2
0
0
9
年

6
月

.
5
）
横

田
 周

典
, 
山

中
 英

生
, 
柿

原
 健

祐
, 
亀

谷
 友

紀
 :
 プ

ロ
ー

ブ
バ

イ
シ

ク
ル

を
用

い
た

日
仏

中
の

自
転

車
走

行
空

間
の

特
性

比
較

, 
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

,
V

o
l.
3
9
, 
2
0
0
9
年

6
月

久
保

田
埼

玉
大

副
委

員

屋
井

東
工

大
副

委
員

長

1
）
鈴

木
美

緒
，

屋
井

鉄
雄

：
「
欧

州
の

大
都

市
に

お
け

る
自

転
車

走
行

空
間

の
設

計
基

準
と

そ
の

運
用

に
関

す
る

研
究

」
，

土
木

計
画

学
研

究
・
講

演
集

，
V

o
l.
3
9
，

2
0
0
9
．

2
）
鈴

木
美

緒
，

屋
井

鉄
雄

：
「
自

転
車

走
行

空
間

の
設

計
と

交
差

点
で

の
安

全
性

に
関

す
る

研
究

」
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

，
V

o
l.
4
0
，

2
0
0
9
．

3
）
屋

井
鉄

雄
，

鈴
木

美
緒

：
「
わ

が
国

の
自

転
車

政
策

と
走

行
空

間
に

関
す

る
計

画
制

度
の

方
向

性
」
，

土
木

計
画

学
研

究
・
講

演
集

，
V

o
l.
3
9
，

2
0
0
9
．

4
）
屋

井
鉄

雄
：
自

転
車

走
行

空
間

の
現

状
と

今
後

の
展

望
、

N
o
.4

9
、

p
p
.1

7
-
2
3
、

ア
ー

バ
ン

ア
ド

バ
ン

ス
、

2
0
0
9
.

5
）
屋

井
鉄

雄
：
自

転
車

を
ブ

ー
ム

で
終

わ
ら

せ
な

い
と

い
う

夢
、

V
o
l.
6
4
、

N
o
.1

、

金
茨

城
大

幹
事

長

1
）
歩

行
者

自
転

車
系

道
路

の
コ

ン
パ

テ
ィ

ビ
リ

テ
ィ

評
価

指
標

の
試

作
, 
金

　
利

昭
,

土
木

計
画

学
研

究
・
講

演
集

V
o
l.
3
5
, 
3
5
, 
, 
4
, 
, 
2
0
0
7
/
0
6

1
）
コ

ン
パ

テ
ィ

ビ
リ

テ
ィ

に
基

づ
く

自
転

車
空

間
と

利
用

の
あ

り
方

, 
金

利
昭

, 
交

通
工

学
, 
4
3
, 
2
, 
8
, 
, 
2
0
0
8
/
0
3

2
）
金

利
昭

（
2
0
0
8
.6

）
B

ic
yc

le
 C

o
m

p
at

ib
il
it
y 

C
h
ec

k
li
st

の
作

成
と

自
転

車
道

先
行

事
例

の
評

価
、

土
木

計
画

学
研

究
・
講

演
集

3
7
、

C
D

-
R
O

M
、

土
木

学
会

、
4
P
.

3
）
高

齢
者

対
応

型
交

通
手

段
の

需
要

動
向

と
共

存
性

（
コ

ン
パ

テ
ィ

ビ
リ

テ
ィ

）
、

共
著

、
日

本
交

通
政

策
研

究
会

　
日

交
研

シ
リ

ー
ズ

A
-
4
5
6
、

6
8
P
. 
2
0
0
8
.1

1
4
）
街

路
照

明
に

着
目

し
た

夜
間

の
交

通
安

全
対

策
、

日
本

交
通

政
策

研
究

会
　

日
交

研
シ

リ
ー

ズ
A

-
4
7
8
、

6
7
P
. 
2
0
0
9
.3

1
）
自

転
車

利
用

者
の

満
足

度
を

用
い

た
自

転
車

レ
ー

ン
の

評
価

と
サ

ー
ビ

ス
水

準
の

設
定

, 
金

利
昭

, 
都

市
計

画
論

文
集

, 
4
4
, 
3
, 
9
1
-
9
6
, 
, 
2
0
0
9
/
1
0

2
）
中

島
豪

太
、

金
利

昭
、

鹿
島

茂
（
2
0
0
9
.1

1
）
心

拍
間

隔
指

標
を

用
い

た
ス

ト
レ

ス
計

測
に

よ
る

自
転

車
走

行
環

境
評

価
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

、
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

4
0
、

C
D

-
R
O

M
、

土
木

学
会

、
4
P
.

3
）
金

利
昭

（
2
0
0
9
.6

）
自

転
車

利
用

者
の

満
足

度
を

用
い

た
自

転
車

走
行

環
境

の
評

価
に

関
す

る
研

究
、

土
木

計
画

学
研

究
・
講

演
集

3
9
、

C
D

-
R
O

M
、

土
木

学
会

、
4
P
.

4
）
自

転
車

利
用

空
間

と
コ

ン
パ

テ
ィ

ビ
リ

テ
ィ

（
共

存
性

）
、

『
自

転
車

交
通

の
計

画
と

デ
ザ

イ
ン

』
、

自
転

車
ま

ち
づ

く
り

フ
ォ

ー
ラ

ム
実

行
委

員
会

、
（
株

）
地

域
科

学
研

究
会

、
2
0
0
9
.7

、
p
p
.6

5
-
7
3
、

p
p
.1

1
7
-
1
3
1

青
木

共
立

女
子

大

阿
部

岡
山

大

発
表

無
し

1
)寺

崎
健

雄
，

内
海

宏
臣

，
大

石
学

，
宇

都
宮

裕
樹

，
阿

部
宏

史
：
岡

山
市

内
国

道
5
3
号

の
自

転
車

道
利

用
促

進
に

向
け

た
交

通
社

会
実

験
，

土
木

計
画

学
研

究
・
講

演
集

，
V

o
l.
3
7
，

2
0
0
8
．

2
)阿

部
宏

史
，

崎
大

樹
，

岩
元

浩
二

，
冨

田
修

一
：
岡

山
市

内
国

道
5
3
号

線
に

お
け

る
自

転
車

道
整

備
効

果
の

検
証

，
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

，
V

o
l.
3
7
，

2
0
0
8
．

1
)阿

部
宏

史
，

崎
大

樹
，

岩
元

浩
二

，
冨

田
修

一
：
岡

山
市

内
国

道
5
3
号

に
お

け
る

自
転

車
道

整
備

効
果

の
検

証
，

土
木

計
画

学
研

究
・
論

文
集

，
V

o
l.
2
6
，

N
o
.4

，
p
p
.6

4
7
-
6
5
4
，

2
0
0
9
．

2
)寺

崎
健

雄
，

阿
部

宏
史

，
元

山
一

也
，

田
中

淳
，

松
原

淳
：
岡

山
市

内
国

道
5
3
号

に
お

け
る

自
転

車
道

利
用

促
進

の
た

め
の

施
策

と
効

果
，

土
木

計
画

学
研

究
・
講

演
集

，
V

o
l.
3
9
，

2
0
0
9
.

3
)田

中
聡

，
兵

頭
良

一
，

新
谷

雅
之

，
阿

部
宏

史
，

北
澗

弘
康

：
岡

山
市

表
町

商
店

街
に

お
け

る
歩

行
者

・
自

転
車

の
共

存
を

め
ざ

し
た

社
会

実
験

，
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

，
V

o
l.
3
9
，

2
0
0
9
．

荒
井

IB
S

宇
佐

美
岩

手
県

立
大

大
森

日
建

シ
ビ

ル

1
)大

森
高

樹
,佐

々
木

正
義

,関
岡

和
久

,窪
田

智
則

 :
 道

路
映

像
G

IS
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
た

道
路

空
間

再
構

築
計

画
・
設

計
業

務
へ

の
展

開
, 
平

成
2
0
年

度
土

木
学

会
全

国
大

会
・
第

6
3
回

年
次

学
術

講
演

会
, 
2
0
0
8

1
)大

森
高

樹
,佐

々
木

正
義

 :
 自

転
車

走
行

環
境

整
備

の
社

会
実

験
実

施
と

住
民

合
意

形
成

を
踏

ま
え

た
整

備
報

告
, 
土

木
計

画
学

研
究

•講
演

集
, 
V

o
l.
3
9
, 
2
0
0
9

2
）
大

森
高

樹
,佐

々
木

正
義

 :
 市

道
３

９
２

号
線

（
か

え
で

通
り

）
に

お
け

る
自

転
車

道
設

計
上

の
課

題
と

対
応

, 
土

木
計

画
学

研
究

•講
演

集
, 
V

o
l.
3
9
, 
2
0
0
9

3
)山

田
武

志
,大

森
高

樹
,印

南
潤

二
 :
自

転
車

道
設

置
に

関
す

る
社

会
実

験
に

お
け

る
自

転
車

走
行

挙
動

比
較

分
析

, 
土

木
計

画
学

研
究

•講
演

集
, 
V

o
l.
3
9
, 
2
0
0
9
.

4
）
澤

田
基

弘
,大

森
高

樹
,上

田
嘉

道
 :
 全

市
的

な
自

転
車

走
行

空
間

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

の
検

討
報

告
－

堺
市

の
事

例
－

, 
土

木
計

画
学

研
究

•講
演

集
, 
V

o
l.
3
9
, 
2
0
0
9

5
)大

森
高

樹
,佐

々
木

正
義

, 
: 
自

転
車

通
行

環
境

整
備

モ
デ

ル
地

区
に

お
け

る
道

路
空

間
再

構
築

の
実

施
と

課
題

, 
第

2
8
回

日
本

道
路

会
議

, 
 2

0
0
9

３
．

研
究

成
果

の
発

表
・
報

告
・
講

演
等

（
H

1
9
、

H
2
0
、

H
2
1
）
 2

0
1
0
.6

.5

9
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お
名

前
ご

所
属

役
割

Ｈ
1
9
年

度
Ｈ

2
0
年

度
Ｈ

2
1
年

度

大
脇

国
総

研

1
) 
大

脇
鉄

也
、

諸
田

恵
士

、
奥

谷
正

 :
 自

転
車

の
駅

端
末

利
用

割
合

に
関

す
る

統
計

的
考

察
, 
土

木
計

画
学

研
究

•講
演

集
, 
V

o
l.
3
7
, 
2
0
0
8

2
) 
諸

田
恵

士
、

大
脇

鉄
也

、
奥

谷
正

 :
 自

転
車

と
歩

行
者

の
混

在
状

態
下

に
お

け
る

通
行

快
適

性
に

関
す

る
調

査
, 
土

木
計

画
学

研
究

•講
演

集
, 
V

o
l.
3
7
, 
2
0
0
8

3
) 
大

脇
鉄

也
、

諸
田

恵
士

 :
 自

転
車

マ
ッ

プ
づ

く
り

の
取

り
組

み
比

較
, 
土

木
計

画
学

研
究

•講
演

集
, 
V

o
l.
3
8
, 
2
0
0
8

4
) 
諸

田
恵

士
、

大
脇

鉄
也

 :
 統

計
デ

ー
タ

に
基

づ
く

自
転

車
走

行
空

間
整

備
に

よ
る

効
果

の
推

定
, 
土

木
計

画
学

研
究

•講
演

集
, 
V

o
l.
3
8
, 
2
0
0
8

1
) 
大

脇
鉄

也
 :
 コ

ペ
ン

ハ
ー

ゲ
ン

の
自

転
車

空
間

, 
土

木
技

術
資

料
, 
V

o
l.
5
1
,

N
o
.4

, 
p
.2

2
, 
2
0
0
9
.

2
) 
大

脇
鉄

也
、

諸
田

恵
士

、
上

坂
克

巳
 :
 シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
活

用
し

た
歩

行
者

自
転

車
混

合
交

通
の

分
離

必
要

度
の

評
価

, 
土

木
計

画
学

研
究

•講
演

集
, 
V

o
l.
3
9
,

2
0
0
9

3
) 
諸

田
恵

士
、

大
脇

鉄
也

、
上

坂
克

巳
 :
 自

転
車

道
及

び
自

転
車

レ
ー

ン
の

適
用

範
囲

に
関

す
る

一
考

察
, 
土

木
計

画
学

研
究

•講
演

集
, 
V

o
l.
3
9
, 
2
0
0
9

4
) 
大

脇
鉄

也
 :
 日

本
全

国
の

自
転

車
走

行
台

キ
ロ

の
算

出
手

法
に

つ
い

て
, 
交

通

小
川

立
命

館

1
) 
小

川
圭

一
：
自

転
車

交
通

／
歩

行
者

・
自

転
車

混
合

交
通

の
T

ra
ff
ic

に
関

す
る

研
究

の
状

況
，

土
木

計
画

学
ワ

ン
デ

ィ
セ

ミ
ナ

ー
 シ

リ
ー

ズ
4
8
 歩

行
者

・
自

転
車

交
通

研
究

の
体

系
的

整
理

と
戦

略
的

展
開

，
p
p
.6

-
8
, 
2
0
0
7
.4

.
2
) 
小

川
圭

一
，

大
光

弘
哲

：
意

識
調

査
に

基
づ

く
自

転
車

・
歩

行
者

混
在

交
通

の
錯

綜
現

象
の

危
険

度
評

価
，

平
成

1
9
年

度
土

木
学

会
関

西
支

部
年

次
学

術
講

演
会

講
演

概
要

集
，

C
D

-
R
O

M
，

第
Ⅳ

部
門

，
Ⅳ

-
7
6
, 
2
0
0
7
.5

.
3
) 
小

川
圭

一
：
占

有
空

間
を

用
い

た
自

転
車

・
歩

行
者

混
在

交
通

の
錯

綜
現

象
分

析
，

土
木

計
画

学
研

究
・
講

演
集

，
V

o
l.
3
5
, 
C

D
-
R
O

M
, 
N

o
.3

0
5
, 
2
0
0
7
.6

.
4
) 
小

川
圭

一
，

高
志

俊
之

：
車

線
幅

員
と

中
央

帯
が

二
輪

車
の

走
行

挙
動

に
及

ぼ
す

影
響

に
関

す
る

分
析

，
土

木
学

会
第

6
2
回

年
次

学
術

講
演

会
講

演
概

要
集

，
C

D
-
R
O

M
，

第
Ⅳ

部
門

，
Ⅳ

-
1
7
4
, 
2
0
0
7
.9

.
5
) 
K

ei
ic

h
i 
O

ga
w
a:

 A
n
 A

n
al

ys
is

 o
f 
T

ra
ff
ic

 C
o
n
fl
ic

t 
P
h
en

o
m

en
o
n
 o

f 
B

ic
yc

le
s

U
si

n
g 

S
p
ac

e 
O

cc
u
p
an

cy
 I
n
d
ex

, 
P
ro

ce
ed

in
gs

 o
f 
th

e 
E
as

te
rn

 A
si

a 
S
o
ci

et
y

fo
r 

T
ra

n
sp

o
rt

at
io

n
 S

tu
d
ie

s,
 V

o
l.
6
, 
C

D
-
R
O

M
, 
N

o
.2

3
3
, 
2
0
0
7
.9

.
6
) 
K

ei
ic

h
i 
O

ga
w
a:

 A
n
 A

n
al

ys
is

 o
f 
T

ra
ff
ic

 C
o
n
fl
ic

t 
P
h
en

o
m

en
o
n
 o

f 
B

ic
yc

le
s

U
si

n
g 

S
p
ac

e 
O

cc
u
p
an

cy
 I
n
d
ex

, 
Jo

u
rn

al
 o

f 
th

e 
E
as

te
rn

 A
si

a 
S
o
ci

et
y 

fo
r

T
ra

n
sp

o
rt

at
io

n
 S

tu
d
ie

s,
 V

o
l.
7
, 
p
p
.1

8
2
0
-
1
8
2
7
, 
2
0
0
7
.1

2
.

1
) 
小

川
圭

一
：
往

復
2
車

線
道

路
に

お
け

る
自

動
二

輪
車

の
路

肩
走

行
挙

動
に

関
す

る
分

析
，

土
木

計
画

学
研

究
・
論

文
集

，
V

o
l.
2
5
, 
N

o
.4

, 
p
p
.9

5
5
-
9
6
2
, 
2
0
0
8
.9

.
2
) 
小

川
圭

一
：
幹

線
道

路
の

渋
滞

時
に

お
け

る
自

動
二

輪
車

の
走

行
挙

動
と

路
肩

幅
員

・
車

線
数

と
の

関
連

分
析

，
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

，
V

o
l.
3
8
, 
C

D
-
R
O

M
,

N
o
.P

2
4
, 
2
0
0
8
.1

1
.

3
) 
小

川
圭

一
：
自

転
車

・
歩

行
者

交
通

の
錯

綜
評

価
，

土
木

学
会

土
木

計
画

学
研

究
委

員
会

 ワ
ン

デ
ィ

セ
ミ

ナ
ー

 N
o
.5

3
 自

転
車

か
ら

中
速

グ
リ

ー
ン

モ
ー

ド
へ

 －
利

用
空

間
整

備
の

方
向

と
そ

の
評

価
－

，
2
0
0
9
.3

.

1
) 
小

川
圭

一
：
幹

線
道

路
に

お
け

る
自

動
二

輪
車

の
走

行
挙

動
と

路
肩

幅
員

・
車

線
数

と
の

関
連

分
析

，
第

2
9
回

交
通

工
学

研
究

発
表

会
論

文
集

，
C

D
-
R
O

M
, 
p
p
.8

1
-

8
4
, 
2
0
0
9
.1

1
.

北
澗

国
土

交
通

省

河
村

パ
シ

コ
ン

1
)河

村
成

人
:国

内
の

先
行

事
例

の
実

務
か

ら
　

～
自

転
車

レ
ー

ン
等

を
中

心
に

～
,2

0
0
8
年

土
木

計
画

学
春

大
会

ス
ペ

シ
ャ

ル
セ

ッ
シ

ョ
ン

発
表

近
藤

滋
賀

県
立

大

齋
藤

毅
・
近

藤
隆

二
郎

(2
0
0
8
) 
利

用
状

況
と

乗
客

か
ら

み
た

ベ
ロ

タ
ク

シ
ー

の
改

善
点

に
関

す
る

研
究

－
「
ベ

ロ
タ

ク
シ

ー
ひ

こ
ね

」
を

対
象

と
し

て
－

, 
第

3
8
回

土
木

計
画

学
研

究
発

表
会

講
演

集
(C

D
-
R
O

M
)

高
田

東
京

電
機

大
塚

口
立

命
館

土
井

香
川

大
＊

前
回

発
橋

本
豊

田
都

羽
藤

東
大

＊
前

回
発

浜
岡

秋
田

大

兵
藤

海
洋

大

1
)宮

原
ゆ

い
，

兵
藤

哲
朗

：
画

像
処

理
技

術
を

用
い

た
 亀

戸
自

転
車

道
の

利
用

実
態

の
分

析
，

土
木

計
画

学
研

究
発

表
会

春
大

会
，

2
0
0
9

2
)P

ro
m

o
ti
n
g 

B
ic

yc
le

 U
se

 f
o
r 

S
u
st

ai
n
ab

le
 U

rb
an

 T
ra

n
sp

o
rt

, 
フ

ィ
リ

ピ
ン

大
学

T
ra

n
sp

o
rt

 &
 E

n
vi

ro
n
m

en
t 

S
em

in
ar

3
)H

is
to

ri
ca

l 
R
ev

ie
w
 o

f 
Ja

p
an

es
e 

cy
cl

in
g 

p
o
li
cy

 a
n
d
 R

ec
en

t 
to

p
ic

s,
 2

0
0
9

In
ch

eo
n
 B

ik
e 

E
xp

o
4
)I
m

ag
e 

P
ro

ce
ss

in
g 

A
n
al

ys
es

 o
n
 B

ic
yc

le
 B

eh
av

io
r 

at
 N

ew
ly

 I
n
st

al
le

d
B

ic
yc

le
-
L
an

e 
in

 J
ap

an
, 
Y

u
i 
M

IY
A

H
A

R
A

, 
T

et
su

ro
 H

Y
O

D
O

, 
T

h
e 

F
ir

st
In

te
rn

at
io

n
al

 C
o
n
fe

re
n
ce

 o
n
 T

h
e 

F
u
tu

re
 o

f 
H

u
m

an
 M

o
b
il
it
y,

 T
h
ai

 S
o
ci

et
y

o
f 
T

ra
n
sp

o
rt

at
io

n
 &

 T
ra

ff
ic

 S
tu

d
ie

s,
 (
C

D
-
R
O

M
),
 2

2
-
2
3
 J

an
u
ar

y,
 2

0
1
0
,

藤
原

パ
シ

コ
ン

松
原

オ
リ

コ
ン

三
国

千
北

陸
大

三
国

成
地

球
の

宮
崎

高
松

工
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お
名

前
ご

所
属

役
割

Ｈ
1
9
年

度
Ｈ

2
0
年

度
Ｈ

2
1
年

度

元
田

岩
手

県
立

大

１
）
元

田
良

孝
：
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
自

転
車

道
事

情
、

道
路

、
2
0
0
8
年

3
月

、
p
p
．

5
2
－

5
6

２
）
元

田
良

孝
：
オ

ラ
ン

ダ
の

自
転

車
交

通
設

計
便

覧
、

交
通

工
学

、
2
0
0
8
年

3
月

、
p
p
.6

5
－

7
1
、

３
）
元

田
良

孝
、

宇
佐

美
誠

史
：
大

学
の

授
業

に
お

け
る

地
域

貢
献

を
目

指
し

た
教

育
の

実
践

－
サ

イ
ク

ル
ト
レ

イ
ン

導
入

可
能

性
に

関
す

る
調

査
を

題
材

に
－

、
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

、
V

o
l.
3
6
 、

2
0
0
7

1
)元

田
良

孝
、

宇
佐

美
誠

史
：
自

転
車

道
に

関
す

る
歴

史
的

考
察

、
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

、
V

o
l.
3
8
、

2
0
0
8

２
）
元

田
良

孝
、

宇
佐

美
誠

史
：
わ

が
国

の
自

転
車

交
通

の
計

画
面

に
関

す
る

一
考

察
、

土
木

計
画

学
研

究
・
講

演
集

、
V

o
l.
3
7
 、

2
0
0
8

３
）
元

田
良

孝
：
海

外
の

先
行

事
例

（
フ

ラ
ン

ス
・
ベ

ル
ギ

ー
・
オ

ラ
ン

ダ
）
、

土
木

計
画

学
研

究
・
講

演
集

、
V

o
l.
3
7
 、

2
0
0
8

４
）
元

田
良

孝
、

宇
佐

美
誠

史
：
欧

米
の

自
転

車
道

等
事

例
、

土
木

学
会

土
木

計
画

学
研

究
委

員
会

　
ワ

ン
デ

ィ
セ

ミ
ナ

ー
　

N
o
.5

3
自

転
車

か
ら

中
速

グ
リ

ー
ン

モ
ー

ド
へ

－
利

用
空

間
整

備
の

方
向

と
そ

の
評

価
－

1
)元

田
良

孝
、

宇
佐

美
誠

史
、

千
葉

丈
嗣

：
気

象
等

が
自

転
車

交
通

需
要

に
与

え
る

影
響

に
関

す
る

研
究

、
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

、
V

o
l.
3
9
、

2
0
0
9
　

2
)元

田
良

孝
、

宇
佐

美
誠

史
：
自

転
車

道
に

関
す

る
歴

史
的

考
察

（
２

）
、

土
木

計
画

学
研

究
・

講
演

集
、

V
o
l.
4
0
、

2
0
0
9
　

３
）
元

田
良

孝
：
歩

道
は

歩
行

者
に

返
そ

う
ー

自
転

車
走

行
空

間
確

保
の

必
要

性
ー

、
C

E
建

設
業

界
、

2
0
0
9
年

1
1
月

号
、

p
.5

8

森
本

宇
都

宮
大

1
) 
集

約
型

都
市

構
造

に
お

け
る

都
市

交
通

戦
略

と
自

転
車

交
通

の
あ

り
方

, 
交

通
工

学
 V

o
l.
4
3
, 
N

o
.2

, 
p
p
. 
3
7
-
4
2
, 
2
0
0
8

2
) 
福

田
温

哉
, 
森

本
章

倫
: 
宇

都
宮

市
に

お
け

る
サ

イ
ク

ル
＆

バ
ス

ラ
イ

ド
の

実
態

と
そ

の
利

用
要

因
に

関
す

る
研

究
, 
第

3
6
回

関
東

支
部

技
術

研
究

発
表

会
講

演
概

要
集

, 
C

D
:全

2
p
, 
2
0
0
9
.3

1
) 
坂

尚
哉

, 
森

本
章

倫
：
自

転
車

事
故

の
実

態
把

握
に

よ
る

自
転

車
レ

ー
ン

の
有

効
性

に
関

す
る

研
究

, 
第

3
7
回

土
木

学
会

関
東

支
部

技
術

研
究

発
表

会
, 
C

D
:全

2
p
,

2
0
1
0
.3

和
田

福
井

工
大

1
）
中

司
健

雅
、

入
交

宏
、

和
田

章
仁

：
福

井
駅

周
辺

に
お

け
る

駐
輪

施
設

の
利

用
動

向
、

土
木

学
会

関
西

支
部

年
次

学
術

講
演

概
要

、
p
p
.Ⅳ

-
6
7
-
1
〜

6
7
-
2
、

2
0
0
7

1
)中

司
健

雅
、

和
田

章
仁

：
福

井
駅

周
辺

に
お

け
る

常
設

お
よ

び
仮

設
駐

輪
場

の
利

用
実

態
、

土
木

学
会

第
6
3
回

年
次

学
術

講
演

会
、

p
p
.5

3
7
〜

5
3
8
、

2
0
0
8

2
)中

司
健

雅
、

和
田

章
仁

：
仮

設
自

転
車

駐
車

場
の

廃
止

に
伴

う
対

策
の

方
向

性
に

関
す

る
考

察
、

土
木

計
画

学
研

究
・
講

演
集

、
V

o
l.
3
8
,C

D
-
R
O

M
,2

0
0
8

1
)吉

村
朋

矩
、

和
田

章
仁

：
中

高
生

に
お

け
る

自
転

車
利

用
の

意
識

実
態

、
土

木
学

会
第

6
4
回

年
次

学
術

講
演

会
、

p
p
.2

3
9
〜

2
4
0
、

2
0
0
9

鈴
木

東
工

大
事

務
局

寺
内

国
士

舘
渉

外

吉
田

大
市

大
事

務
局

1
)谷

口
真

梨
，

日
野

泰
雄

，
吉

田
長

裕
，

内
田

敬
：
都

心
部

に
お

け
る

駐
輪

施
設

整
備

検
討

の
た

め
の

自
転

車
回

遊
行

動
特

性
の

分
析

，
土

木
学

会
関

西
支

部
年

次
学

術
講

演
概

要
，

IV
-
6
9
，

2
0
0
7
．

1
)小

竹
雄

介
,日

野
泰

雄
,吉

田
長

裕
,内

田
敬

:高
齢

者
の

行
動

と
意

識
か

ら
見

た
交

通
安

全
講

習
の

効
果

と
課

題
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

,土
木

学
会

関
西

支
部

年
次

学
術

講
演

会
, 
2
p
p
.,
 2

0
0
8
.

2
)吉

田
長

裕
：
コ

ペ
ン

ハ
ー

ゲ
ン

 中
速

帯
の

整
備

と
そ

の
評

価
，

土
木

学
会

土
木

計
画

学
研

究
委

員
会

 ワ
ン

デ
ィ

セ
ミ

ナ
ー

 N
o
.5

3
 自

転
車

か
ら

中
速

グ
リ

ー
ン

モ
ー

ド
へ

 －
利

用
空

間
整

備
の

方
向

と
そ

の
評

価
－

，
2
0
0
9
.

1
)日

野
泰

雄
,佐

野
智

哉
,吉

田
長

裕
,内

田
敬

:自
転

車
通

行
帯

整
備

条
件

に
対

応
し

た
利

用
実

態
と

利
用

意
向

に
関

す
る

調
査

研
究

, 
第

2
9
回

交
通

工
学

研
究

発
表

会
論

文
集

, 
p
p
.1

7
3
-
1
7
6
, 
2
0
0
9
.

2
)亀

井
省

吾
,吉

田
長

裕
,日

野
泰

雄
,春

藤
千

之
:一

般
化

線
形

モ
デ

ル
を

用
い

た
幹

線
道

路
に

お
け

る
自

転
車

事
故

の
リ

ス
ク

分
析

, 
第

2
9
回

交
通

工
学

研
究

発
表

会
論

文
集

, 
p
p
.1

3
-
1
6
, 
2
0
0
9
.

3
)中

村
真

也
,吉

田
長

裕
，

日
野

泰
雄

:車
道

共
有

型
自

転
車

走
行

施
設

の
評

価
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
研

究
, 
第

4
0
回

土
木

計
画

学
研

究
・
講

演
集

, 
4
p
p
.,
 2

0
0
9
.

4
)亀

井
省

吾
,吉

田
長

裕
,日

野
泰

雄
:事

故
の

深
刻

度
を

考
慮

し
た

幹
線

道
路

に
お

け
る

自
転

車
事

故
の

リ
ス

ク
分

析
, 
第

4
0
回

土
木

計
画

学
研

究
・
講

演
集

, 
4
p
p
.,

亀
野

国
立

大
分

高
専

1
)吉

村
充

功
，

亀
野

辰
三

：
大

分
市

自
転

車
レ

ー
ン

社
会

実
験

に
み

る
道

路
空

間
の

再
編

可
能

性
，

交
通

工
学

，
V

o
l.
4
3
，

p
p
4
9
-
5
4
，

2
0
0
8
.3

1
)吉

村
充

功
，

亀
野

辰
三

：
既

存
道

路
空

間
を

活
か

し
た

自
転

車
レ

ー
ン

設
置

に
よ

る
自

転
車

・
自

動
車

の
共

存
可

能
性

，
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

,V
o
l.
3
7
,p

p
1
4
2
-

1
4
5
, 
2
0
0
8
.6

，
2
0
0
8

1
)新

留
　

卓
，

清
水

大
士

，
吉

村
充

功
，

亀
野

辰
三

：
中

心
市

街
地

幹
線

道
路

に
お

け
る

自
転

車
走

行
特

性
の

一
考

察
，

土
木

学
会

西
部

支
部

研
究

発
表

会
講

演
概

要
集

，
p
p
6
7
5
-
6
7
6
，

2
0
0
9
.3

吉
村

日
本

文
理

大

1
)吉

村
充

功
,亀

野
辰

三
 :
 大

分
市

自
転

車
レ

ー
ン

社
会

実
験

に
み

る
道

路
空

間
の

再
編

可
能

性
, 
交

通
工

学
, 
V

o
l4

3
, 
N

o
.2

, 
p
p
.4

9
-
5
4
, 
2
0
0
8
.

1
)吉

村
充

功
,亀

野
辰

三
 :
 既

存
道

路
空

間
を

活
か

し
た

自
転

車
レ

ー
ン

設
置

に
よ

る
自

転
車

・
自

動
車

の
共

存
可

能
性

, 
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

, 
V

o
l.
3
7
-
1
4
2
,

2
0
0
8
.

2
)新

留
卓

,清
水

大
士

,吉
村

充
功

,亀
野

辰
三

 :
 中

心
市

街
地

幹
線

道
路

に
お

け
る

自
転

車
走

行
特

性
の

一
考

察
, 
平

成
2
0
年

度
土

木
学

会
西

部
支

部
研

究
発

表
会

講

1
)新

留
卓

,吉
村

充
功

,亀
野

辰
三

 :
 中

心
市

街
地

幹
線

道
路

に
お

け
る

自
転

車
走

行
速

度
に

着
目

し
た

走
行

特
性

の
一

考
察

, 
土

木
計

画
学

研
究

・
講

演
集

, 
V

o
l.
3
9
-

3
7
1
, 
2
0
0
9
.

埒
日

本
海

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト

1
) 
片

岸
将

広
、

岡
田

茂
彦

、
高

山
純

一
、

石
川

俊
之

、
埒

正
浩

：
バ

ス
レ

ー
ン

を
活

用
し

た
「
自

転
車

走
行

指
導

帯
」
の

設
置

に
よ

る
交

通
安

全
対

策
の

効
果

と
課

題
、

土
木

計
画

学
研

究
・
論

文
集

、
V

o
l.
2
5
、

n
o
.3

、
p
p
.5

9
7
-
6
0
8
、

2
0
0
8
．

1
) 
埒

正
浩

、
高

山
純

一
、

吉
田

英
治

、
片

岸
将

広
：
金

沢
市

中
心

市
街

地
に

お
け

る
自

転
車

走
行

実
態

に
対

す
る

一
考

察
、

土
木

計
画

学
研

究
・
講

演
集

、
V

o
l.
4
0
、

C
D

-
R
O

M
、

N
o
.2

9
3
、

2
0
0
9
．
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資料-3 
2010.6.5 

自転車空間研究小委員会名簿 

 

No 氏名  役職 所属 

1 山中 英生 代表 徳島大学大学院 ソシオテクノサイエンス部 教授 

2 久保田 尚 副代表 埼玉大学大学院 理工学研究科 教授 

3 屋井 鉄雄 副代表 東京工業大学大学院 総合理工学研究科 人間環境システム専攻 教授 

4 金  利昭 幹事長 茨城大学 工学部 都市システム工学科 教授 

5 青木 英明 委員 共立女子大学 建築・デザイン学科 准教授 

6 阿部 宏史 委員 岡山大学大学院 環境学研究科 資源循環学専攻 教授 

7 荒井 祥郎 委員 (財)計量計画研究所 IBS PI研究室 

8 稲垣 具志 委員 公益財団法人 豊田都市交通研究所(UPDATE) 

9 井上 恵介 委員 株式会社 建設技術研究所 中部支社 総合技術部 

10 井上  仁 委員 株式会社 積水樹脂デザインセンター 環境デザイン部 

11 宇佐美誠史 委員 岩手県立大学 総合政策学部 助手 

12 大森 高樹 委員 (株)日建設計シビル 都市基盤計画部 計画主管 

13 大脇 鉄也 委員 国土交通省 国土技術政策総合研究所 

14 小川 圭一 委員 立命館大学 都市システム工学科 准教授 

15 梶田 佳孝 委員 九州大学大学院工学研究科環境都市部門 助教 

16 上條 俊介 委員 東京大学生産技術研究所 准教授 

17 亀野 辰三 委員 国立大分高専都市システム工学科 教授 地域連携交流センター 副センター長 

18 北澗 弘康 委員 国土交通省 中国地方整備局 岡山国道事務所 計画課長 

19 河村 成人 委員 パシフィックコンサルタンツ(株) 社会政策本部 総合計画部 交通政策グループ 

20 小早川 悟 委員 日本大学理工学部社会交通工学科 専任講師 

21 近藤 隆二郎 委員 滋賀県立大学 環境科学部 環境政策・計画学科 准教授 

22 嶋田 喜昭 委員 大同大学工学部都市環境デザイン学科 准教授(NEW) 

23 鈴木 美緒 委員 (財)運輸政策研究機構 運輸政策研究所 研究員 

24 高田 和幸 委員 東京電機大学 理工学部 建築環境工学科 准教授 

25 高橋  清 委員 北見工業大学工学部土木開発工学科 准教授 

26 塚口 博司 委員 立命館大学 理工学部 都市システム工学科 教授 

27 寺内 義典 委員 国士舘大学 理工学部 理工学科 准教授 

28 外井 哲志 委員 九州大学大学院工学研究科環境都市部門 教授 

29 土井 健司 委員 香川大学 工学部 安全システム建設工学科 教授 

30 萩原  亨 委員 北海道大学大学院工学研究科 准教授 

31 橋本 成仁 委員 岡山大学大学院 環境学研究科 准教授 

32 羽藤 英二 委員 東京大学大学院 工学系研究科 都市工学専攻 准教授 

33 浜岡 秀勝 委員 秋田大学 工学資源学部 土木環境工学科 准教授 

34 兵藤 哲朗 委員 東京海洋大学 海洋工学部 教授 

35 藤原 憲男 委員 パシフィックコンサルタンツ(株) 社会政策本部 道路計画部 道路整備グループ 

36 牧 浩太郎 委員 (株)三菱総合研究所 社会システム研究本部  政策科学研究グループ 

37 松原  淳 委員 (株)オリエンタルコンサルタンツ 東京事業本部 

38 松本 修一 委員 慶應義塾大学 先導研究センター 講師 

39 三国 千秋 委員 北陸大学 教育能力開発センター 教授 

40 三国 成子 委員 地球の友・金沢 

41 宮崎 耕輔 委員 香川高等専門学校 建設環境工学科 

42 元田 良孝 委員 岩手県立大学 総合政策学部 教授 

43 森本 章倫 委員 宇都宮大学大学院 工学研究科 地球環境デザイン学専攻 准教授 

44 吉村 充功 委員 日本文理大学 工学部 建築学科 准教授／人間力育成センター長 

45 和田 章仁 委員 福井工業大学 建設工学科 土木環境工学専攻 教授 

46 埒  正浩 委員 株式会社 日本海コンサルタント 計画本部 取締役 本部長 

47 吉田 長裕 事務局 大阪市立大学大学院 工学研究科 都市系専攻 講師 

以上 47名 
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資料-4 

 
 

 

第６回自転車空間研究小委員会議事録（案） 

 

 

日時：2009年 11月 22日（土）14:00-16:00  

場所：金沢大学 205教室［本館講義室棟２階］ 

人数：委員（31/46）、オブザーバ 8名、計 39名 

 

 

■議事 

 

（１）代表挨拶 

・研究小委員会の設立経緯および趣旨の説明 

 

（２）委員の活動状況について（金先生） 

・委員の活動状況（研究キーワード・関与事例）の更新について 

・小委員会主催の自転車利用環境に関するアンケート調査について 

 

（３）国における自転車政策の動向 

・「自転車をめぐる最近の動向について」竹林秀基様（国土交通省） 

 

・「自転車走行空間の設計のポイント」本田肇様（国総研） 

/逆走する自転車と歩行者の錯綜について議論があったか？同様に、路肩を走っているオートバイと自転車、路

肩を追い出されたオートバイと自動車との錯綜の議論はあったか？（元田先生）→議論はあったが注意喚起な

どをしっかりしていかなくてはならない。自転車専用通行帯でのバイクとの共存の議論がある。第一通行帯を

狭めて自転車専用通行帯、第二通行帯の幅員を広げてバイクと自動車との共存を図るような検討例もある。 

 

（４）話題提供 

・「金沢の取り組み事例」三国成子様 

/自歩道での民地寄り逆走自転車の危険を緩和するために、交差点部の民地側に歩道段差をつけるということは

考えたか？（浜岡先生）→お年寄りは小さな段差でも躓くので段差の考えはなかった。警察には危険があるこ

とを訴えてきたがなにも対策されていない。 

/自転車の危ない場面のほとんどは、対面通行に起因するのではないか？（上條先生）→金沢では当初車道一方

通行とすることにバス会社が難色を示したが、やってみると一方通行のほうがルールが明確で良いということ

になり、金沢ではその方向性で進んでいる。双方向通行は交差点部で問題が起こっているので、今後は交差部

での走行ルールの一貫性を高めていきたい。 

・「名古屋・国道１９号（桜通り）における社会実験」松原淳様 

・「川崎市社会実験」河村成人様 

・「市川市の取り組み」元田良孝先生 

/市川市でイエローカードを配っている事例について、自助努力なのか法的担保があるのか？（片岸様）→法的

担保あり。 

・「盛岡市での取り組み」宇佐美誠史先生 

・「海外事例の紹介」山中英生先生 
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資料-4 

（５）討議 

/海外事例については、インフラの整備と法体系の関係、利用状況との関係についても是非整理して頂きたい（塚

口先生）。 

/夜間の自転車対面通行による事故として正面衝突事故があり、今後さらに問題になるだろう。韓国の高速自転

車道についてどんな状況か？（浜岡先生） 

/自歩道走行から車道走行を促すためには、車道を走り安くし歩道を走りにくくすることも大事（元田先生）。 

/歩道を走りにくくして事故が起きると管理瑕疵が問われる。国交省が自転車道を作っているが利用率が低いな

ど問題がありなんとか改善する方法はないか検討していきたい（舟渡先生）。 

/自転車には２種類（ママチャリとそれ以外）があり、通行方法などもわけて考えた方がよいのではないか？（上

條先生） 

/自転車レーンの課題で駐車があるが日本特有の問題？（三国成子様）→金沢で指導帯を設置した区間は、24

時間駐車禁止だが停車禁止はかけられなかった（片岸様）。取り締まりの課題もある（元田先生）。 

/現行法を前提にすると双方向通行となっており、運用が非常に複雑であることを認識している。道交法の議論

ももちろんあり、事実とともに課題を指摘してほしい（大脇様）。 
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1

自転車等の中速グリーンモードに配慮した自転車等の中速グリーンモードに配慮した
道路空間構成技術に関する研究道路空間構成技術に関する研究

第二年度研究概要 研究代表者：徳島大学大学院教授 山中英生

●自転車等の中速グリーンモードの日本
の特徴
・世界的に高い利用率（トリップシェア）先進国の中でシェアを失
わなかった国の一つ
・短いトリップ長、遅い速度→ 中速性の不足 利用層（高齢・女

性）、走行空間（自歩道）
・高い事故率→ 安心だが安全でない乗り物 高齢者・高校生

●中速グリーンモード
自転車、電動四輪、自転車タクシー等をはじめとする人力や電
動による環境負荷の少ない中速（時速30km未満）の交通手段

●研究目的
自転車を＜中速の交通モード＞として見直し、道路政策・道路
構造基準等の空間システムの基準作りにむけて実用的知見を
整理する。→将来 日本版 自転車道デザインマニュアルへ

●研究体制と研究プロセス

中速グリーンモード
研究会

（徳島大学）

政策分析ＷＧ
屋井（東工大）吉田（大阪市大）

中速グリーンモード利用を
支える道路政策

①海外都市の政策・道路環境
分析

20年度 コペンハーゲン現地調

査，米国，独，英国等の資料分
析 政策体系・道路環境整備の
把握
21年度 米国，韓国現地調査，

政策体系・道路環境分析
22年度 比較分析 法制度，財

源，国自治体の役割構成

③我が国の都市における中速
グリーンモードが果たすべき役
割と道路政策指針

21年度 試案作成
22年度 指針作成

評価分析ＷＧ
金（茨城大）

中速グリーンモード対応
の道路空間構成

①海外・日本での混在環境の
評価 サイクルレビューシステ
ムの開発

20年度 システム開発

②多様な交通具の共存性分析

21年度 単路部での共存性意

識調査，交差点等の特殊設計
の分析

22年度 共存性分析

③中速グリーンモードを支える
道路空間構成指針

21年度 指針案作成

22年度 我が国での自転車網

計画調査，指針作成

情報伝達ＷＧ
山中（徳島大）

中速グリーンモードへの情
報伝達技術

①海外・日本での工種・調査分
析事例分析

20年度 仏欄日事例分析

④中速グリーンモードの情報伝
達技術の分析

20年度 路面マークサイズ，シ

ケイン形状

21年度 連続型路面マーク

②我が国の中速グリーンモード
の交通特性と影響
21年度 電動アシスト自転車の

特性分析
22年度 利用動向分析

③試行・社会実験
20年度 既往実験分析
21年度 社会実験実施

22年度 社会実験評価

研究検討会

山中（徳島大）・屋井（東京工大）・金（茨城大）・吉田（大阪市大）
久保田（埼玉大） 兵藤（東京海洋大） 土井（香川大）
阿部・橋本（岡山大） 羽藤（東京大） 森本（宇都宮大）
小川（立命館大） 浜岡（秋田大） 寺内（国士舘大）
元田・宇佐美（岩手県立大） 三国（地球の友・金沢） 鈴木（東工大）

①検討会での研究成果共有 ②現場視察 技術者・住民との情報共有
③地方説明会への参画 ④セミナー開催

中速グリーンモード
研究会

（徳島大学）

政策分析ＷＧ
屋井（東工大）吉田（大阪市大）

中速グリーンモード利用を
支える道路政策

①海外都市の政策・道路環境
分析

20年度 コペンハーゲン現地調

査，米国，独，英国等の資料分
析 政策体系・道路環境整備の
把握
21年度 米国，韓国現地調査，

政策体系・道路環境分析
22年度 比較分析 法制度，財

源，国自治体の役割構成

③我が国の都市における中速
グリーンモードが果たすべき役
割と道路政策指針

21年度 試案作成
22年度 指針作成

評価分析ＷＧ
金（茨城大）

中速グリーンモード対応
の道路空間構成

①海外・日本での混在環境の
評価 サイクルレビューシステ
ムの開発

20年度 システム開発

②多様な交通具の共存性分析

21年度 単路部での共存性意

識調査，交差点等の特殊設計
の分析

22年度 共存性分析

③中速グリーンモードを支える
道路空間構成指針

21年度 指針案作成

22年度 我が国での自転車網

計画調査，指針作成

情報伝達ＷＧ
山中（徳島大）

中速グリーンモードへの情
報伝達技術

①海外・日本での工種・調査分
析事例分析

20年度 仏欄日事例分析

④中速グリーンモードの情報伝
達技術の分析

20年度 路面マークサイズ，シ

ケイン形状

21年度 連続型路面マーク

②我が国の中速グリーンモード
の交通特性と影響
21年度 電動アシスト自転車の

特性分析
22年度 利用動向分析

③試行・社会実験
20年度 既往実験分析
21年度 社会実験実施

22年度 社会実験評価

研究検討会

山中（徳島大）・屋井（東京工大）・金（茨城大）・吉田（大阪市大）
久保田（埼玉大） 兵藤（東京海洋大） 土井（香川大）
阿部・橋本（岡山大） 羽藤（東京大） 森本（宇都宮大）
小川（立命館大） 浜岡（秋田大） 寺内（国士舘大）
元田・宇佐美（岩手県立大） 三国（地球の友・金沢） 鈴木（東工大）

①検討会での研究成果共有 ②現場視察 技術者・住民との情報共有
③地方説明会への参画 ④セミナー開催
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成果の普及・活用へ
市民向セミナー（岡山） の開催

・自転車現地視察
・ディスカッション（市民、ＮＰＯ）
・四国・中国地区

⇒モデル地区担当者との討議
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●法律・計画制度・政策の分析（米国）

政策分析ＷＧ政策分析ＷＧ 中速モードを支える政策分析中速モードを支える政策分析

●自転車推進政策・戦略分析（韓国）

米国自転車政策の体系現地調査の結果（連邦・カリフォルニア州）

→我が国の自転車等中速GMの政策指針案の提案

1

連邦

州
（CA)

都市圏
（MTC)

市
(San Francisco,
Davis)

法律 法律・計画で
示された政策

計画制度

事業制度
・プロジェクト

ISTEA(1991)から
SAFETEA‐LU(2005)まで
連邦法による交通方針の明確化
州・都市圏計画の制度規定

政策方針
ISTEA以降，継続的な支援

（政権交代後も基本は不変）

Complete Streets法(2008)
全ての利用者に配慮し，郡，市が
計画策定時にCS方針を義務付け

州長期交通計画

LRSTP（CTP2025，2006

年に確定) CTP2035のPI

実施中，自転車の記述

州短期プログラム

STIP

事業への連邦補助要件は
長期計画，短期プログラム
への記載が必要
連邦の自転車補助プログラムは
（Title23 Chapter2, 217)に記載

SAFETEA‐LU、交通増進活動プロ
グラム（TE）、アメリカ回復再投
資法2009（交通増進）、CMAQ改

善プログラム、安全な通学経路
プログラム、ハイウェイ安全改善
プログラム、非電動交通パイ
ロットプログラム 等

政策方針
定型配慮
（自転車利用をすべ
ての計画・設計時に
考慮すべしとの方
針）

都市圏交通計画
Transportation 2035
地域自転車計画RBP
20億円（2001）
→1000億円(2008)

連邦法USC23，連邦施行規
則CFR23 （州・都市圏の計画制度）

（自転車交通の整備スキーム）

例：自転車総合計画2006（Davis)
自転車計画1997（SF)（計画更新，提

訴あり，環境評価）

主要プロジェクトに伴う整備、地
方交通基金、特定団体の消費
税及びレベニュー債、州交通改
善プログラム、交通計画・開発
会計、大気浄化と交通改善法
1990（建議116)、自転車交通会
計(BTA)、環境増進緩和基金

等

加州道路法
（含：自転車交通法）
地方自治体の自転車計画が策定
可能に，郡・MPOへの計画の承

認依頼など

加州自転車歩行者の青
写真(2002) 州の方針（2001年

州予算法への補足報告書）

：連邦

：州

（１）継続性： ISTEA以降の18年間，変わらない計画制度
（SAFETEA‐LU, USC, CFR） →政策継続性（Ｐｏｌｉｃｙ Ｃｏｎｔｉｎ

ｕｉｔｙ）
（２）ルーチン化：計画・設計時に必ず自転車を配慮する
（MTCの長期計画） 高速道路，駅前広場，いかなる交通計

画においても自転車の利用を明示的に考慮する政策
（３）法定理念：道路は自動車のものではなく，すべての利用
者が安全に利用できるようにする（州のComplete Street 法）

基本理念の法定化，地方計画への反映を義務づけ
（４）計画手続き：長期計画，短期プログラム，事業の各段階
でパブリックインボルブメント実施，沿道コミュニティや自転
車利用者の意見を踏まえた社会的合意を形成しやすい
（５）役割分担：国，州，市の役割がそれなりに明快
（６）財源制度：多数のスキームから自治体が工夫して財源
を獲得している状況

●自転車推進政策・戦略分析（米国）

既存ネット

計画ネット

既存ネット

計画ネット

SF地域自転車網計画

短中期自転車改善
長期自転車改善

小規模改善
既存ルート

短中期自転車改善
長期自転車改善

小規模改善
既存ルート

SF市自転車網計画

自転車マスタープランによる目標設定・管理（自転車マスタープランによる目標設定・管理（20102010→→20302030））

自転車事故率 交通量

事故件数

自転車事故率 交通量

事故件数

国と都市の連携による自転車推進国と都市の連携による自転車推進
国家目標（2015）：自転車保有率25%、自転車分担率10%
都市毎の推進目標の設定達成状況に応じたインセンティブの付与
6E6Eアプローチによる施策の総合的実施アプローチによる施策の総合的実施
Engineering Engineering インフラ整備インフラ整備 道路ダイエット自転車道整備道路ダイエット自転車道整備
EnforcementEnforcement 法・条例改正法・条例改正 推進法改正、推進法改正、 条例条例，，道交法改正道交法改正
Education Education 教育教育 教習所・インストラクタ養成・自治体教習所・インストラクタ養成・自治体自転車通勤自転車通勤
Encouragement Encouragement 利用促進利用促進 共同自転車共同自転車 モデル都市モデル都市，，マニュアル発行マニュアル発行
EnlinkingEnlinking 連携・接続連携・接続 観光・生活・業務観光・生活・業務 ネットワーク化、公共交通との連携ネットワーク化、公共交通との連携
Evaluation Evaluation 評価評価 自転車関連統計、市民参加自転車関連統計、市民参加によるによる継続的な評価継続的な評価

仁川市自転車網計画

5年間805km

花壇式・一方向花壇式・一方向

フックターン用の横断帯フックターン用の横断帯

小中学校での教育・小中学校での教育・
訓練の義務化訓練の義務化

昌原市共同自転車システム昌原市共同自転車システム
NUBIJANUBIJA

全市目標（2年毎達成状況評価）

自転車分担率を10%へ増加
自転車対車両事故の20%を削減

事故を増やさず交通量を増やす
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66.5

58.6

61.3

69.4

20.5

25.8

26.6

20.0

5.3

5.6

4.8

4.9

7.8

10.0

7.4

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩行者派
(N=400)

自転車派
(N=558)

自転車・自動車派
（N=1028)

自動車派
(N=1524)

B 自転車道 D 自歩道＋レーン

C 自転車レーン A 自転車歩行者道

47.1

68.8

65.8

60.7

30.5

18.8

24.2

26.9

10.8

4.0

4.4

6.2

11.6

8.5

5.6

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学生
(N=869)

30代主婦
(N=272)

40代
(N=1017)

高齢
(N=323)

3

●4種類の自転車空間の受容性を比較

交通ルール，歩行者，遅い自転車，速い自転車，自動車の通行方法を詳しく説明している。

●道路空間構成の整備方針（方向性）

●共存性の概念 様々な交通モードが安全快適に
道路空間を利用すること どの交通モードを分離するか？一
緒にした交通モードをどのように共存させるか？

●意識調査の目的と方法

評価分析ＷＧ評価分析ＷＧ 共存性を考慮した共存性を考慮した道路空間構成道路空間構成意識分析意識分析

交通モード
(交通手段の諸
元、安全性能、

特性）

道路空間
(空間配分、
デザイン）

交通制度
(規則、マナー）

①
②

④

③

⑤
⑥

①交通モード

→道路空間

交通モードの多様化に伴う空

間配分・デザイン

②道路空間

→交通モード

道路空間の制約による交通

モードの制限

③道路空間

→交通制度

道路空間に応じた交通規則・

マナーの確立

④交通制度

→道路空間

交通規則に応じたデザイン

⑤交通制度

→交通モード

交通制度に応じた交通モード

の改良・廃止

⑥交通モード

→交通制度

交通モードの多様化に応じた

交通規則の立案・確立とマ

ナーの強化

１．自転車対応型道路のタイプ（自転車道，自転車レーン，自歩道）の受

容性と規定要因（個人属性、交通特性、安全意識）を探る。

２．様々な交通モード（手段・利用者：歩行者、高齢者、自転車、子供自転

車、高齢自転車、自動車等）の中で、何を分離し、何を共存するか？

３．自転車通行帯に、自転車以外の新しい中速モード（電動四輪車、小

型電動原付）は共存可能か？

65.0

53.2

22.9

23.0

5.0

12.5

7.1

11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事故リスク認知前
(N=3510)

事故リスク認知後
(N=3510)

速い自転車を分離する「自転車レーン」と遅い自
転車を共存させる「自歩道」の組み合わせが次
善として評価されている。事故リスクの説明を受
けると、自転車レーンの評価が高くなる。

1

レーン 自歩道
（車道共存） （歩道共存）

レーン
（車道共有）

交通整備の戦略交通整備の戦略

周辺条件周辺条件

利用者ニーズ利用者ニーズ

利用者現況利用者現況

空間条件（現状）空間条件（現状）

交通モード交通モード

遅い自転車

完全分離（自転車道）空間制約大

歩行者共存（自歩道）が多数

自動車共存（レーン）は少数

交差点処理 双方向型は困難

共同溝地上機 移設困難

自転車専用信号 極めて少数

子供自転車

高齢自転車

三人乗自転車

ママさん自転車

速い自転車

次世代交通モード

ベロタクシー

高速電動四輪車

低速電動小型原付

セグウェイ（i‐Real）

規則を知らない

事故リスクを知らない

快適走行経験が少ない

歩行者優先意識が希薄

完全分離（自転車道）

遅い自転車は歩道で受容

次世代モードは非受容

事故リスク認知
交通優先教育
快適走行経験
PRとイメージ戦略

歩道共存 車道共存

（自歩道） （レーン）

ママさん 大学生

経験少 経験大

リスク
認知前

リスク
認知後

良い走行空間を創出

自転車道

自動車制限

ママさん自転車

快適レーン

次世代モード
を共存

遅い自転車

逆走

道路ダイエット
速度抑制
一方通行化 高齢自転車

子供自転車

中速帯 次世代モード

Shared Space

速い自転車

全モード共存

通行帯選択肢を増やす
VS.

一方通行自転車道

＋

「自転車レーン」と「自
歩道」の組み合わせを
中心に整備

●今後 自治
体計画動向を
調査し指針案
を策定する

4

●カラー連続型路面マークの提案
進行方向と自転車の通行空間であることを同時に示すシンボル

●マーク視認実験と適正サイズ配置間隔

情報伝達ＷＧ情報伝達ＷＧ 中速モード中速モードに適した情報伝達技術に適した情報伝達技術

●カラー連続型路面マークの効果
国道１９２号自転車通行帯での試行

●電動自転車の走行特性分析
高齢者・若年者各12名でプローブバイシクル（電動と普通）を使

用して一般道路を走行。高齢者は歩行者の多い区間で速度や
制動時間が上昇するが意識していない。

●今後の検討事項
社会実験における情報伝達性の意識調査，評価を行う。

1m

10m

10m

10m

10m

10m

10m

定点カメ
ラ

ｄ

1m

10m

10m

10m

10m

10m

10m

定点カメ
ラ

ｄ

小 中 大
２０ｍ 1 4 7
１５ｍ 2 5 8
１０ｍ 3 6 9

配置
間隔

サイズ

48
0

58
0

70
0

小 中 大

180
250

310

48
0

58
0

70
0

小 中 大

180
250

310

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0 1000 2000 3000

整備費用（千円/600m対面)

見
や

す
い

+
連

続
感

が
あ

る
の

平
均

比
率

小20m

小15m

小10m
大20m

大10m

中20m

中15m

中10m

大15m

中サイズを15ｍ

間隔設置するパ
ターンがコスト，
視認性，連続感
からみて適正

自転車カラーの青色，
自転車マークを記載，
矢羽根形状および上
部の屋根状白線で方
向を示す。進行方向
1.5縦倍

0 10 20 30 40

西向

東向

平
日

自転車の通行帯内での逆走率（％）

分離策設置後

中央線設置後

マーク設置後

分離柵のみの場合に比べて，自転車
通行帯の遵守率が４７％→６１％に改善，
自転車通行帯内で逆走する率が２０～
３０％が１０％に改善

高齢者　電動アシストによる追い越し挙動

-60

-40

-20
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71 73 75 77

11

11.2

11.4

11.6

11.8

12
12.2

12.4

12.6

12.8

13

速度(km/h)

操舵（左目盛－20度) 制動（追い越し前）

制動（追い越し後） 速度(追い越し前km/h)

速度(追い越し後km/h)
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